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モ
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難
灘

・24
～
39
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>堀
中
五
+
雄
(

医
教
授
)
フ
ィ
リ
ソ
ヒン
に
お
け
る
医

学
の
研
究
お
よ
び
教
脅
に関
す
る塊
況

「
凋
査
な
ら
び
に

、
西
太
平
洋
地
域
医
学

、部
畏
会
議
出
席
の
た
め
、
フ

ィ
リ
ッ
ピ

ン
へ
〈
38

・
11

・16
～
38

・
11

・
28
>

林
魔
懲

(
工
教

授

)
パ

リ
で

開
催
さ

れ
る
原
子
核
電
子
工
学
に
関
す
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
出

席
の
た
め

〈
38

・

11

・
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～
38

。
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逮
捕
者
九
人
出
す

京
大
で
は
低
調
な
集
会

京
都
府
学
運は
十
・
一七
統
{行
駒
と
して
午
復
三
時
か
ら
同
臥
社
大
学
で
千人
の学
生
の
鯖
集
の
も
と
に
肘
学
連集
会
を
開
き
、
そ
の
従
市
中
デ
モを
行

っ
た
.
こ
のデ
モ
に
十
・三
〇
の
市会
事
件
で
逮
捕
状
の
出
さ
れ
て
い
た
八木
同
学
会
委
員
長
以
下
七
人
が
デ
モ
の先
頭
に
立
った
た
め
全
員
逮捕
さ
れ、

さ
ら
に他
二掌
生
が
市
粂
例
違
反
で
逮捕
さ
れ
た
.
指
揮
者
を
失
な
っ
たヂ
モ隊
は
各
交
鹿
点
で
激
し
い
機
動
隊
の圧
迫
を
受
け
な
が
ら
、
午
後
六
時
すぎ

円
山公
圃
で解
散
し
た
。

こ
の
日
、京
大
に
お
い
て
は
午
後
十
二

時
三
十
分
か
ら法
経
第
一教
竪
に
お
い

て
京
大
築
会
がも
た
れ
約
二
百
人
の
学

生
が
紬
集
し
た
。集
会
は
竹
囚
教
翼
部

書
舘
畏
の
基
調
報
告
な
ど
あ
り
、
つづ

い垂

派
・
の
軽

か
わ
さ豊

が
さ
し
て
混
乱
も
な
く
二
時
頃
閉会
し

た
。
な
お
統
一派
は
執
行
部
提
案
の
ス

河原町丸太町付近で逮捕される学生

ロ
ー
ガ
ン
田
凹学会
の旗
の下
に
結
集

し
十
一
・
一全
学
ス
トを
勝
取
ろ
う
」

に
賛
成
せ
ず
、
ま
た
今
日
の府
学
連
の

統
一デ
モ
に
参
加
し
な
い
方針
を
と
っ

た
。
京
大
に
お
け
る
統
一行
動
は
依
然

と
し
て
大
衆
的
盛
り
上
り
を見
せ
ず
、

低
調
で
あ
る
が
集
会
で
は
こ
う
し
た状

況
を
打
破
す
る
た
め
今
日
の
十
・
暉

七
闘
争
を
ス
テ
ソ
ブ
に
し
て
十
。
三

一
、十
一
・
一の
全
国
学
生
ゼ
ネ
ス

ト
に
向
け
て
圧
到
的
な
戦
い
を
勝取

る
こと
を
強
く
呼
び
か
け
た
。
閉
会後

百赦
十
人
の
学
生
は
た
だ
ち
に
府
学
連

集
会
場
で
あ
る
同
志
社
大
学
に
向
け
て

デ
モを
行
な
った
が
、
関
田
町
に
数十

人
の機
勤
隊
が
待
期
す
る
な
ど
、
逮
捕

状
の出
て
い
る
学
生
が
デ
モ
に
参
加
す

る
と
いう
報
に
か
な
り
紫
張
し
た
空
気

が
洗れ
てい
た
。

府
掌
遅集
会
は
京
大
か
ら
約
百
五
十

人
、
同志
社
か
ら
約
七
百
人
、
立
命

か
ら
約
百
五十
人
の
学
友
の
参
加
の

も
と
に午
後
三時
過
ぎ
か
ち
同
志
社

大
学
明
徳
館
で開
か
れ
た
。
集
会
は

午
後
四
時頃
、
「筒
山
市
畏
は
告
訴

を
撤
回
せ
よ
、
不
当
弾
圧反
対
」
「

核
潜
艦
寄
港
厭
寵
粉
粋
」
「憲
法
改

悪
反
対
」
な
ど
の
ス
ロ
ーガ
ンを
採

択
し
て
閉
会
、
た
だ
ち
に
六百
人
の

学
生
は
河
原
町
ー
四
条
ー
円
山公
園

の
コ
ー
ス
で
デ
モ
を行
な
っ
た。

九
・三
〇
で
逮
捕
状
の
出さ
れ
て
い

た
八
木
同
学
会
委
員
長
塩
見
府学
連

碍
記
長
ら
七
名
が
デ
モ
に参
加
し
た

た
め
待
機
し
て
い
た
六百
人
の機
動

隊
は
完
全
に
逮
彌
を
目
的
と
し
てお

り
、
河
原
町
丸
太
町
、
竹
屋
町間
で

彼
ら
に
集
中
的
に
襲
い
か
か
り
、
全

員
を
逮
捕
し
た
。
ま
た
今
日
の
デ
モ

の
指
揮
者
で
あ
る
宮
地同
学
会
副委

員
長
も
竹
屋
町
付
近
で
、
宮
姫君
に

か
わ
って
指
揮
を
と
った
他
一人
も

ただ
ち
に
市
条
例
違
反
で
逮
捕
さ
れ

た.
指
揮
者
を
失
な
った
デ
モ
隊
は

それ
で
も
残
り
の
学
生
と
結
集
し
て

コー
ス
温
り
の
デ
モ
を
組
ん
だ
が
、

丸太
町
以
後
完
全
に
機
動
隊
の
比
力

に
押さ
れ
、
ジ
グ
ザ
ク
も
組
め
な
い

まま
六
時
過
ぎ
円
山
公
園
で
解
散
し

た
.

な
お
逮
捕
さ
れ
た学
生
は
次
の
通
り

府
学
連
欝
記
長
塩見
考
也
(京大
文
二)

岡
学
会
委
員
長
八木
健彦
(駁
大文
三)

岡
掌
会轡
紀
長
茂
岡
椰綾
(京
大
教

三
)
同
学
会
副
委
員長
宮
地
洋
二
(京

大
法
二
)
学
及
会
委
員
長
田
所
伴
樹

(岡
大
縫
三)学
反
会
副委
員
長
松
尾
憲

一
(同
大
神
三
)
浦
野正
夢
(京
大
文

四
)
高
慷
博
之
(京
大繕
二)
他
一人

の
以
上
九
君
.

塩

見

君

ら

六

人

正

式

に
起

訴

さ

る

九
月
三
十
日
の
市
会
乱
入
亭
件
で
「建

造
物
侵
入
罪
」
の
疑
い
、
公
務
執行
妨

署
で
十
七
日
逮
捕
さ
れ
た
、
塩見
考
也

府
学
楓薔
記
畏
(文
二
)
他
九
人は
市

内
各
署
に
拘
置
中
で
あ
っ
た
が
、十
九

日
に
京
都
地
方
検
察
庁
に
連
行
され
、

そ
こで
も
う
一度
踊
べ
ら
れ
る
こ
とに

な
った
。

ま
た
、
聞
日、
京
都
地
方
検
察
庁
は

塩
見
考
也
、
八木
健
謬
(同
学
会
委

員
長
・文
三
)、
高
原
博
之
(教
養

部
常任
委
員
・経
二)
、
浦
野
正
彦

(前
間
学
会
副委
員
長
・文
四
)
、

田
所
伴
樹
(岡大
学
友
会
委
員
長
・

経
三
)
、
松
尾憲
一
(同
大
学
友
会

副
委
員
長
、
神
三
)
の六
人
を
嬬
遺

物
侵
入
罪
の
疑
い
で正
式
に
起
訴
し

た
。市
会
事
件
で
議
論

十
五
日
の
教養
臼
治
馨
員
集
会

十
七
日
の
統
一行
動を
前
に
、
闘
争
の

興
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュー
ル
な
ど
を
検
討

す
る
教
搬
団
治
婁
員会
は
十
五
目
午
後

四
十
番
教
蜜
で
開
か
れ
た
が、
出
席
者

が
定
足
数
に
遼
し
な
い
ため
自
治
委
員

集
会
と
し
て
畿
事
が
進
め
られ
た.

先
づ
執
行
部
の
蕩
調報
告を
竹
内
書

記
長
が
行
な
った
.
そ
の
中
で竹
内

君
は
秀

九
旦
昌古

需
会
坐
り

込
み
闘争
に
コい
て
、
そ
の
後
の
弾

圧
に
対す
る
見
遡
し
に
甘
さ
が
あ
っ

た
こ
と
など
一定
の
自
己
批
判
を
含

む
総
拮
をし
た
後
、
十
七
日
の
闘
争

で
は
圧
倒的
な
大
衆
動
員
を
成
功
さ

せ
て
府
警
の弾
圧
を
粉
砕
し
た
い
と

強
鯛
し
た.

引
続
い
て
討論
に
移
り
、
統
一派
は
三

十
日
に
執行
部
のと
った
行
動
は
、
民

主
統
一戦
線
に鼠
大
な
ク
サ
ビ
を
打
ち

込
ん
だ
も
の
であ
る
と
し
て
執
行
部
の

強
い
自
己
批
判
を畏
求
し
た
後
、
十
七

日
の
デ
モ
に
は
現在
の
よ
う
な
力
関
係

が
続
く
以
上
府
警
の強
い
弾
圧
が
予
想

さ
れ
る
の
で
賛
成し
が
た
い
と
の
反
対

レ
意
見
が
で
た
.

討
齢
の
後
、
府
警
の弾
圧
反
対
、
八

木
教
養
委
員
是を
則
亭
釈
放
せ
よ
な

ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ンを
統
一派
の
付
柵

条
件
を
つ
け
て
満場
一致
で
採
択
、

散
会
し
た
.

十

一
●

一
に

ス

十
・三
一金
国
学
生
統
一行
動
日
に
む

け
て
、
寮
都
府
学
運
で
は
こ
の
ほ
ど、

傘
下
各
自
治
会
に
、
十
一月
一日
に
ス

ト
ラ
イ
午
闘
争
を
く
む
こ
と
を
よ
び
か

け
た
。
こ
れ
は
、
岡
日
に
、
平
民
学
連

系
自
治
会
が
統
一行
動
を
設
定
し
て
い

る
た
め
、
大
衆
運
動
の
笑
質
面
を
追求

す
る
点
で
も
、
平
民
学
埋
の
分
裂行
動

に
介
入
す
る
点
か
ら
も
、
目
程
を
帽日

ず
ら
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

十
・
一七
府
学
連
統
一行
動
で
は
、

除

に々
動
き
の
み
ら
れ
る
学
生
八
百

人
を
動
員
し
た
が
、
京
大
、
同
大
の

自
活
会
、
府
学
連
幹
部
の
大
蝋
逮捕

を招
き
、
今
後
の
と
り
く
み
に
は
、

多
く
の障
害
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

京
大
で
は
、
教
獲
部
、
理
学
部
の
ス

トラ
イ
ヰ
闘
争
が
予
定
さ
れ
て
い
る

ト

ラ

イ
キ

運
動
の
大
衆
化
を
追
求

闘
争
方
針
は
、
固
着
し
た
政
治
状況
に

対
し
て、
憲
法
研
究
会
な
ど
ク
ラ
ス
ケ

ル
ン
の再
建
を
バ
ネ
に
、
調
査
会
答
申

によ
る
改
照
の
力
向
の
墨
露
、
と
く
に

厳
し
く
な
っ
た
冨
梱
の
弾圧
へ
の抗
議

日韓
、
核
潜
艦
間
題
か
ら
広く
憲
法
状

況
の暴
露
が
基
購
と
さ
れ
るも
よ
う
で

ある
.

　

今
後
の
日
程
決
め
る

来
月
十
貝
頃
全
自
代
開
く

京
都
府
学
連
で
は
、
さ
き
の
全自
代
で

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
従
い
、
十
一月十

目
前
後
、
京
都
に
お
い
て
全
国自
治会

代
表
者
会
議
を
開
催
す
る
た
め
、
各大

学
目治
会
に
招
甜
状
を
発
す
る
こ
と
に

な
っ
た.
ζ
の会
議
で
は
、
十
・三
一全
国
統

一
行動
の成
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
お

騨
も
に
状勢
分
析
を
基
調
と
す
る
瑚
論

闘
争
に
王
力
が
お
かれ
る
も
のと
み

一
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今後
の全

国
統
一行
勘
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
な
ど

も
決
定
さ
れ
る
よ
う
であ
る.

な
お
、
マル
学
同
中
核
派
が
、藁
京
で

開
催
を
要
求
し
て
い
る
う
ご
きも
あ
り

今
後
着
干
の
綱
聾
が
な
さ
れ
、
最後
的

に
は
京
都
で
開
催
さ
れ
る見
込
み
が
強

い.

糞

選学

幕長

酉
闘

庭当,輪

ヨ

3.

II

劉遇剛

喘

国 ■一.. 一

九
月
三十
日
の大
学
制

㊥
度
委
員
会
の総
会
に
お

い
て
、
学
長
選
挙
璽
間
題に
関
し
て
時

聞
切
れ
と
な
り
、
現
状
維持
と
い
う
大

体
の
結
齢
が
出
さ
れ
た。
こ
れ
ま
で
の

約
一鋸
間
、
選
挙
権対
策
委
員
会
で
は

じ
め
、
各
方
面
で
拡大
運
動
が
展
開
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
潭
勤
は
立
ち

遅
れ
の
た
め
に
結
局、
夫
雍
化
さ
れ
ず

に
終
わ
って
し
ま
い
そう
に
見
え
る
。

そ
こ
で
選
挙
権
拡大
還動
に
つい
て
対

策
委
を
初
め
、
各
方面
の反
響
に
つ
い

て
聞
い
て
み
た
。

■
選
拳
権
対
甕
貫
会
●

ζ
の
凋
動
を
最
も積
極
的
に
展
開
し
て

釆
た
対
策
委
で
あ
った
が
馬
九
月
三
十

日
の
結
論
で
、全
く
の腰
く
だ
け
の
状

態
に
な
っ
て
い
る.
これ
ま
で
の
運
助

を
ふ
り
か
え
っ
て見
る
と
、
ま
ず
最
一

に
各
学
部
の
助
教授
の地
位
、
発
君
権

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
ると
い
う
こ
と
.
経

済
学
部
の
助
教
授は
発
書
縄
が
か
な
り

あ
る
に
も
か
か
わら
ず
、
医
学
部
、
工

学
部
で
は
講
座
制
が徹
底
し
て
お
り
、

助
教
授
は
全
く
の
つん
ぽ
座
敷
に
お
か

れ
て
い
る
状
態
であ
る
。
第
二
に
、
モ

の
た
め
に最
も先
進
的
に
や
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
そ
の
医
掌部
、
工
学
部
の
助
教
授

が
ほ
と
ん
ど
立ち
上
が
ら
な
か
ワた
と

い
う
こと
であ
る。
今
圃
の
選
挙
糧
拡

大
朔
動
は
そ
の
よう
な
こ
と
か
ら
、
結

局
失
敗
に
終
って
し
ま
った
が
(
十
一

月
に
決
ま
る学
長
の再
選
さ
れ
る
年
、

即
ち
四
年
後
か又
問
題
に
な
る
と
見
て

腰
く
だ
け
の
対
策
委

極
的
に
な
っ
て
や
っ
て来
た
助
教
授
が

舗
羅
鵡
雛
い壁

こ
と
を
や
め
てし
ま
う
と
い
う
問
題
が

残
って
い
る
。あ
る
助
教
授
な
ど
は
、

こ
れ
か
ら
は
学部
内
の問
題
を
中
心
に

考
え
、
助
教授
の発
甫
権
を
高
め
る
よ

う
に
す
る
とも
い
って
い
る
。

●
助
講会
●

少
な
く
とも
詞師
ま
で
拡
大
し
て
、教

冒
会
議
を最
茜
決
議
機
関
に
し
よ
うと

し
た
こ
の会
は
選
挙
権
拡
大
に
関
し
、

余
り
に
楽観
的
、
消
極
的
す
ぎ
た
よう

で
あ
る
。教
授
の中
に
も
拡
大
賛成
が

多
く
い
たに
も
か
か
わ
ら
ず
、
一部保

守
的教
授
のま
き
返
し
に
会
い
、結
局

は
失
敗
し
てし
ま
った
観
が
強
い
。
し

か
し
、
これ
は
助
教
授
、
蘭
師
の中
に

特に
中
廷
以
下
の
若
い
助
教
授
、講

師
の
甲
に非
常
に
無
関
心
ム
ード
が強

か
っ
た
こと
に
ゴ因
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
.と
いう
のは
、
何
も
助
教
授、

講
師
ま
で拡
大
し
な
く
て
も
現
在
のま

ト
ノ

ま
でも
、
学
畏
は
そ
れ
程
、
反
動
的
で

は
な
いと
いう
考
え
方
が
強
く
支
配し

て
い
たご
と
で
あ
る
.
そ
こ
で
、助
講

麓
紮
甜膿
麗
繍
縣
聾

の
こと
であ
った
.

・

●
岡学
会
●

昨年
の大
留
法
闘
争
、
日
韓
会談
、
今

年
の原
子
力
潜
水
慌
寄
港
問
題
、
ポボ

ロ判
決
事件
で
立
ち
遅
れ
た
同
学会
は

い
る
.
し
か
.
対
肇

畿

し
、
積
「内
部
に学
内
塁

化
委
員
会
を
結
成
し

取
扱
って
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結

局
、
こ
の遅
れ
が
決
定
的
と
な
っ
て
し

ま
った
様
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
間
題

が学
生
に浸
透
せ
ず
、
組
織
し
て
大
衆

還
動
に
ま
で
も
り
あ
げ
る
こ
と
が出
釆

なか
った
。
そ
れ
と
同
時
に
、
学
生と

教
冒
層
と
の
共
闘
を
追
求
出
釆
な
か
っ

た
こと
は
、
学
生
の
無
関
心
も
さる
こ

と
な
が
ら
、
助
調
会
、
対
策
委
が非
常

に
閉
鎖
的
で
あ
った
こ
と
も
、
拡大
運

動
を
阻
害
す
る
一因
と
な
っ
てし
ま
っ

た
.
同
学
会
は
現
在
で
も
最終
的
に
は

こ
の間
題
を
あ
き
ら
め
て
は
おら
ず
、

こ
れ
以
後
の
闘
争
、
持
に十
一
・
一闘

争
の
成
否
を
見
て
釆
る十
一月
十
一日

に
予
走
さ
れ
て
い
る
学
長選
挙
を
延
期

さ
せ
、
教
授
に
投
票
さ
せ
な
い
方針
を

打
ち
出
す
こ
と
を
用
惣
し
て
い
る.
ま

た
、
今
度
新
し
く
置
か
れ
た
教
獲部
の

補
導
篁荏
教
官
に
闘
す
る
問
題等
、
学

内
間
題
に
も
積
極
的に
取組
む
こと
に

し
て
い
る
.

●
職
員
組
含
●

昨
葬
か
ら
具
体
的
に
取
扱
ん
で来
た
が

職
員
組
含
は
、
間
期
が
前
画
に出
さ
れ

た
関
係
で
、
三
営
以
後
助
教授
に
働
き

か
け
る
こ
と
で
拡
大
運
動
に参
加
し
て

釆
た
が
、
職
組
だ
け
の
閥
題
でな
い
た

め
に
、
結
局
問
題
が
大
き
すぎ
た
感
が

あ
った
よ
う
だ
.
職
組
と
し
ては
、学

内
全
体
の
大
衆
化
は
無
理
と
し
ても
、

少
く
と
も
、
組
織
内
で
の
大
衆
化を
試

み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
事
務
職
員は
間

題
が縁
遠
い
こ
と
も
あ
って
、
ほ
と
ん

ど無
関
心
状
態
の
ま
ま
で
終
って
し
ま

った
。
ま
た
、
も
う
一つ
の
問
題
と
し

て、
職
組
と
し
て
は
表
だ
つ
こ
と
を
極

力
恐
れ
て
い
震
こ
と
に
も
基
因
し
て
い

る
。
今
後
、
職
組
と
し
て
は
、遺
憾
の

声
明
を
出
し
、
そ
の
績
果
を見
て
、
強

硬
の
態
度
に
出
る
こ
と
に
し
て
いる
。

ま
た
、
全
教
授
に
対
し
て
公
開質
閲
状

を
出
し
て
、
問
い
か
け
る
こ
とに
し
て

いる
.
こ
の
間
題
に
関
し
て
は
、完
全

に
は
あ
き
ら
め
て
お
ら
ず
、
長
期対
策

で
取
扱
む
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
.

●
大
学
院
生
襲

●

院
生
に
ま
で
信
任
投
票
権
を
も
たせ
る

よう
運
動
し
て
来
た
院
生
協
議
会
は九

月
に
入
って
初
め
て
学
長
あ
て
の
声明

を
出
す
と
い
った
状
態
で
、
院
生
協議

会
も
完
全
に
立
ち
遅
れ
の
状
態
であ
っ

た
。
全
体
の
空
気
と
し
て
、
農学
部
が

か
な
り
敷

った
が
、
そ
れ
でも
最
も

先
頭
に
立
た
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、
医
学部
、

工
学
部
が
正
式
に
は
協
議
会
に
入
って

お
ら
ず
、
大
学
院
生
全
体
の
空
気
を盛

り
上
げ
ら
れ
な
か
った
。
職
組
と
の連

携
を
志
向
し
た
が
、
組
織
的
に
は
成
功

せ
ず
じ
ま
い
で
あ
った
。
今
後
同
会は

学
内
民
主
化
の
一環
と
し
て
こ
の
間
題

を
と
り
あ
げ
、
十
一月
の
選
挙
の
折に

教
授
に
瀬
格
な
人
を
学
長
に
選
ぷ
よ
う

働
き
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
番号
に
よる
抽

選
会
な
ど
例
年
よ
り
大
規模
に
行
な

い
た
い
と
言
っ
て
い
る.

ヨ
らを
ロ
髄
軌議
曳蒙
勢
磯

理

学

部

▽
原
子
物
瑚学
会

九
州
大
学会
場
十
月
十
三日
か
ら
十
穴

日
ま
で
「物
性
」
関
保
.
鹿
児
島
大
学

会
場
十
月十
七
日か
ら
十
九
日
ま
で
、

「応
用
力学
」
関
係
で
航
空
学
会
と
共

催
.
大
阪市
立大
学
会
場
十
月
二
十
五

一日
か
ら
ニ
ナ
八
日ま
で
「素
粒
子
論
」

一
「原
子
核突
験」
「宇
宙
線
」
「放
射

線
物
理
」。
與
大
会
場
+
月
二
十
五
日

か
ら
二
手
八
日ま
で
「放
電
」
「核
融

合
」
な
ど
。

▽
動
物学
字会

十
月
二十
六日
か
ら
二十
八
日
ま
で
、

九
州
大
学に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
二
十

八
目
は
シン
ポ
ジ
よウ
ム
と
な
って
い

る
。
な
お各
分
糾
会
のシ
ン
ポ
ジ
ュウ

ム
テー
マは
「奥
覚
及
び
味
覚
」
「細

胞
分
裂」
「群
集
調
査
の
問
題
点
」

「魚
類
の
分
類
と系
統
」
「喘
乳
類
に

お
け
る
系
統
」
と
な
って
い
る
.

▽
粉
末
冶
金
掌会

十
一月
十
九
日
と
二十
日
に
生
産
開
発

研
究
所
で
「オー
ト
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ

ー
に
よ
る
銀
焼結
中
の
自
己
拡
散
」

(可
知
祐
次他
)
な
ど
学
術
講
演
が
三

十
ほ
ど
計
画さ
れ
て
い
る
。

▽
地
震
学
会

十
一月
八
B
から
十
H
ま
で
.

▽
海
洋
学会

十
月
二
十
四
日
から
二十
六
日
ま
で
。

エ
半
数
が
大
学
院

へ

理
工
系
就

職

状

況

一

〃

企
画
総
数
は
六
十
五

準
備
費
の
内
訳
を
公
表

ボ
ス
ト
は
受
入
れ

る
"

コ

も

ぷ

繍馨

雛
　

難

露

華゚

轟゚
}
ウ・船
'∴
親
単
.続
、°∴""簡゚
°の
直

";

激

、

レ

も

蘭
題
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醤
搬
教
養
部
長
ら
と
団
交

十
一月
祭
ま
で
あ
と
一ヵ
月、
準
備
の

方
は
着
々
と
進
ん
で
いる
.
十
五
日
し

め
切
った
ク
ラ
ス
、サ
ー
ク
ル
の企
画

書
は
、
六
十
五
に
の
ぼ
った
が
、
主
な

も
の
は
、
展
示
会十
七
、
罰
演
会
二
十

映
画
、
ス
ラ
イ
ド十
三な
どで
、
そ
の

ほ
か
各
種
の
酎
論会
、演
奏
会
な
ど
が

企
画
さ
れ
て
い
る。

一方
、
懸
案
であ
った
各
ク
ラ
ス
準

儒
委
員
は
ぼ
つ
ぼ
つ決
ま
り
つ
つあ

る
が
、
個
人
的に
交
渉
し
て
選
出
し

て
い
る
た
め
、
なお
遅
れ
る
も
よ
う

で
あ
る
。

既
報
の
講
師
の
う
ち
、高
見
順氏
は
が

ん
の
た
め
出
席
があ
や
ぶま
れ
て
お
り

そ
の
ほ
か
に
も
若
干
の
変更
も
予
想
さ

れ
て
い
る
.
ま
た
、
公
開
テー
マ討
論

会
は
十
八
日
午
後
一時
か
ら智
恩
寺
で

開
か
れ
た
が
、
第
二
回
目も
此
く
行
な

わ
れ
る
.
な
お
、
同
準備
委
員
会
で
は

十
一月
祭
用
掲
示
板
を西
部
檎
内
、
図

書
館
前
、
教
養
部
正
門
前
の
三カ
所
に

設
置
、
学
生
へ
の
ニ
ュー
ス、
要
請
を

速
報
し
て
い
る
.・・

…

.
◇

前

夜
物
品
関
係
準
備
費
の
内
容
が
公
表さ

れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
総
額
六十

万
円
で
、
主
な
内
訳
は
サ
ー
ク
ル関

係
二
十
二
万
、
演
コ
ン
六
万、
大
ホ

ー
ル
使
用
料
四
万
五
千
、
映
画
会
会

場
装
置
二
万
五
千
、
体
育
会
、
医
学

部
摺
護
学
校
各
輔万
五
千
、
準
備
委

員
会
二
十
二
万
な
ど
で
あ
る
。

絡
m◇
…
…

今
年
は
仮
装
行
列
中
止

十
一月
祭
前
夜
祭
は
応
援
団に
よ
って

そ
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
るが
、

十
月
十
八
日
現
在、
吉
田グ
ラ
ン
ド
便

用
の
許
可
が
未
だ
お
り
て
い
な
い
の

で
、
は
っき
り
と
し
た
計
画
は
立て
ら

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
応
援
団
で
は
、

一
今
年
は
仮
装
行
列
を
し
な
い
の
で
そ

れ
に
代
る
催
し
を
何
か
や
り
た
い
。

ま
た、
吉
田
グ
ラ
ン
ド
が
使
用
で
き

る
場
合
に
は
、
模
凝
店
の
コ
ン
ク
ー

学
内
民
王化
委
員
会
で
は
、
十
六
日
午

後
四
時
から
、
教
養
部
の
上
田
助
教
授

の
人
事
をめ
ぐ
って
河
野
欄
導
委
員

長
、柴
田教
養
部
長
と
団
交
を
行
な
っ

た
.こ
の
日民
主
化
委
員
会
側
は
十
人
が

出席
、
か
ね
て
問
題
と
な
って
い
る

文
部省
の楠
轟
專
任
教
官
と
今
度
の

人
覇
と
の
か
ね
あ
い
な
ど
を
正
し

16日 の河 野補 導 委員 長 との 団交

 

た
.同
委
員
会
の
坦
及
し
た
の
は
、

こ
のよ
う
な
制
度
が
す
ぐ
に文
部省

の意
図
と
す
る
も
の
に
移
行
す
る
と

は
・呂え
な
く
て
も
将
釆
愚
用
さ
れ
る

危険
性
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た。
こ
れに
対
し
て
禰
導
委
黄
会
の
方
で
は

そ
の
よう
な
危
険
桂
の
あ
る
こ
と
は
認

め
る。
し
か
し
今
度
の
は
文
部
省
の
意

図
す
る
も
の
と
は
全
く
違
った
も
の
で

あ
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
方
向
へ
行
か

な
いよ
う
に
努
力
す
る
と
述
べ
た
。

民
主
化
委
員
会
も
そ
れ
以
上
の
追
及

は
出
来
ず
、
こ
の
よ
う
な
危
険
性
が

少
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
下
さ
い
と

要
請
す
る
の
み
で
団
交
を
終
っ
た
.

し
か
し
こ
の
日
柴
田
部
長
の
発
書
で
庄

目
さ
れ
た
の
は
、
文
部
省
か
ら
禰
導教

官
のポ
ス
ト
が
与
え
ら
れ
だ
ら
受
入

れ
る
だ
ろ
う
.
そ
れ
を
文
部
省
の
いう

よう
な
巡
常
を
し
な
い
で
京
大
独自
で

や
る
が
言と
述
べ
た
こ
と
で
、
暗
に
ポ

スト
を
受
諾
す
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し

た
。

不
合

格

者

は

発

表

し

な

い

京
大
来
年
度
の
入
学
試
験

泉大
の来
耳
展
入
学
試
験
の
嬰
項
は十

月
二十
九
日
の
入
試
委
員
会
で
検
討
さ

れ
、
十
一月
初
旬
に
発
表
さ
れ
る
予
足

で
あ
る
.
募
集
人
員
は
昨
年
と
全
く同

し
で
、
全
体
で
二
千
百
六
十
五
人
であ

る
。
な
お
京
大
で
は
不
合
格
氏
名
を発

表
し
て
き
た
が
、
不
ムロ格
者
か
ら
の
苫

情
が
あ
る
た
め
、
来
仕
か
ら
は
外
部
に

出
し
た
く
な
い
と
い
う
意
向
で
あ
る
。

決
定
は
か
な
り
先

花
山
天
文
台
の
移
転
間
題

東
大
の花
天
文
台
(
輿
山
山
区
北
花

山
)は
、最
近
の
市
街
の
膨
張
や
ド
ラ

イ
ブ
ウ
ェ
イ嬉
設
に
伴
な
う
大
気
の
汚

染
自
動
車
の排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
っ
て

観
測
が
む
ず
か
し
く
な
り
移
転
を
迫
ら

れ
て
いる
。
こ
の
た
め
去
る
五
日
か
ら

三
旦
聞平
沢
京
大
学
長
、
宮
本
同
天
文

台長
ら
四
人
は
移
転
候
禰
地
の
長
野
県

松
本
市
美
ケ
原
、
岐
阜
県
吉
城
郡
十
三

基
峠
の
ニケ
所
を
笑
地
に
視
察
し
た
。

し
か
し
天
文
台
の
移
転
を
決
定
す
る

た
め
に
は
、
ほ
ぼ
一
年
間
に
わ
た
っ

て
予
備
観
測
を
行
な
い
四
季
の
空
の

状
態
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、ま

た
立
地
条
件
が
極
め
て
薫
要
で
あ
る

る
た
め
最
終
的
に
移
転
地
を
決
定
す

る
のは
か
な
り
先
に
な
る
見
込
み
で

あ
る
.

総合條険罰2
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記
念
し
て
、
二
十
八
日
よ
り
数
々
の
行

事を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
ず
、
ス
ポ
雪
ツ
で
は
ハ
イ
キ
ング

に
、
組
合
の
各
支
部
対
抗
で
ソ
フト

ボ
ー
ル
、
ピ
ン
ポ
ン
が
行
わ
れ
る。

京/
大/

初/
の/

完/
全/

優/

勝/

 

秋
の
京
滋
大
学
リ
ー
グ
戦

秋
の京
漁大
学
¥

グ
戦
で
京
大
は
初

の完
夕
優
勝
を
と
げ
た
。

京大
は
十
九
日
正
午
か
ら
京
大
グ

ラ
ウン
ド
で
滋
賀
大
と
対
戦
。
京
大

柳
沢
が好
投
し
て
要
所
嬰所
を
押

え、
]力
相
手
方
の
エ
ラ
ー
に
聚
し

て得
点
し
、
結
局
4
6

で
快
勝
、

優
勝
を
決
足
し
た
。

ま
た
二
十
日
の
滋
大
と
の
二
回
戦
は

これ
に
勝
っ
と
完
を
優
勝
と
あ
っ
て
初

圓
か
ら
打
棒
が
ふ
る
い
、
11
-
2
(七

回
コー
ル
ド
ゲ
ー
ム
)
で
圧
勝
し
た
.

これ
で
京
大
は
り
ー
ゲ
終
了
を
ま
た
ず

完
全優
勝
を
な
し
た
が
、
こ
れ
は
学
大

、
滋
大
、
工
大
、
府
大
の
四
校
か
ら
勝

点
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
こ
れ
で
京
大
は
関
西
六
大
学
復

帰
へ
の足
掛
り
を
つ
か
ん
だ
こ
と
に
な

る.
十
九
肉
二
十
日
の
成
績
は
次
の
通

り
。【一回
戦
】
京
大
1
勝

脳

獄

00
博
㏄
00
20
博
00
00
綿

40

▽
二塁
打
樋
口
(京
大
)

【二回
戦
】
京
大
2
勝

源

獄

03
。。
㏄
。2
%

引
昂

(7
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
↓
)

ま
た
、
十
一
月
九日
(土
)
の午
後

に
西
部
構
内
に
お
いて
、
記
念
式
典

園
遊
会
を
、
西部
訥
堂
で
映
画
会
を

す
る
予
足
で
あ
る.
模
擬
店
も
出
さ

れ
、
舞
台
が
作
られ
て
、
コー
ラ
ス

の
ど
自
慢
大
会
が催
さ
れ
る
.
映
画

は
中
国
映
画
「水
と
恋
と
若
者
た

ち
」
で
二
回
上映
さ
れ
る
。

そ
の
他
に
、
記
念文
集
(題
夫
窟
)
が

十
}月
未
に
発
行
され
る予
定
で
、
現

在
職
貞
よ
り
原
禍
を募
集
し
て
い
る
.

ま
た
、
十
一月
四
日
よ
り九
日ま
で
、

図
需
館
で
職
員
の作
品展
が行
な
わ
れ

る
.護

の
餌

づ

け

に

失

敗

「第
二
次
ア
フ
リ
力類
人
猿
単

術
調
査
会
」
今
西
隊長
帰
国

ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
でチ
ン
パ

ン
ジ
ー
と
原
始
部
族
を
研
究中
の、
今

西
錦
司
人
文
科
学
研
究
所
教援
は
十
八

日
硬
巣
原
・羽
田
着
の
イ
ンド
航
空
機

で
帰
国
し
た
.

同
教
援
は
「第
二
次
ア
フ
リカ
類
人

猿
掌
術
調
査
会
」
の
隊
長
と
して
六

月
十
五
日
現
憶
に
向
い、
先
発
し
た

隊
員
と
調
査
に
と
り
く
ん
で
いた
.

調
査
会
は
「類
人
猿
班
」と
「人
類

班
」
に
わ
け
、
チ
ン
パ
ンジ
ー
と
原

始
部
族
調
査
と
い
う
両
面作
戦
から

人
類
が
た
ど
っ
た
過
程を
あ
と
づ
け

よ
う
と
い
う
試
み
で、
成
果
が期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
同
教
授は
記
者
会

見
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た。

類
入
猿
班
は
タ
ン
ガ
ニー
カ
湖
東
崖
の

カ
ボ
コ
基
畑
で
チ
ン
パ
ンジ
ー
の餌
づ

け
に
力
を
入
れ
た
が
、
失
敗し
た
.
輔

方
、
人
類
班
は
エ
ヤ
シ
湖
東
北岸
を
基

地
と
し
て
予
期
し
た
成
果
をあ
げ
る
こ

と
に
成
功
し
た
.

束
大
の
敷
地
はも
う

興
建
物
で
い
っぱ
い
と

は
久
し
く
い
われ
て

き
た
こ
と
だ
が、
に

も
か
か
わ
ら
ずビ
ル

建
設
の
響
き
は
連
日
秋
の
学
内
掻
こだ

ま
し
て
い
る
。
関
係
施
設
を
統
合す
る

気
運
の
工
学
部
で
は
、
今
度
は天
空
に

向
か
って
勢
力
拡
充
を
開
始
し
て
いる

が
、
そ
れ
で
も
他
学
部
同
様窮
屈さ
は

研
究
活
動
に
ま
で
支
障
を
き
た
して
い

る
。
と
こ
ろ
で
西
部
梅
内
の工
学
部分

子
工
学
教
室
が
移
転
す
る
と
か
。大
学

内
の
敷
地
が
一カ
所
で
も
空
く
とす
れ

ば
「ウ
の
眼
タ
カ
の
眼
」
の
各
方面
の

奪
い
合
い
が
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
かり

開
始
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
学
生
会
館

準
備
委
員
会
が
彼
ら
ツ
ワ
モ
ノ共
に伍

し
て
張
り
合
って
く
れ
れ
ば
い
い
が、

と
は
か
な
く
望
む
の
は
簿
者
は
蹴
り
で

も
あ
る
ま
い
▼
ま
さ
し
く
今
の
低
滞し

だ
"学
館
設
立
運
動
π
と
そ
れ
に
も
増

し
て
各
学
部
の
荒
い
鼻
思
の
ま
え
では

ひと
た
ま
り
も
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。し

か
し
彼
ら
の
単
息
に
も
強
弱
が
ある
の

が
現
実
だ
。
予
算
の
か
な
め
を
に
ぎる

経
理
部
に
ま
っこ
う
か
ら
挑
戦
す
る
学

部
ーこ
う
い
う
学
部
は
指
揮
命
令に

も反
ば
つす
る
"ツ
ワ
モ
ノ
型
κ
もあ

れ
ばめ
ん
め
ん
と
必
要
性
を
と
い
て
事

務
周
に
通
う
擢請
願
轡
型
画
と
さ
ま
ざ

ま
。
これ
ら
強
弱
と
り
ま
ぜ
て
の
圧
力

は
亭務
局
の
経
輝
部
と
主
恥一課
の
あ
い

だ
でか
け
ら
れ
て
く
る
ら
し
い
。
こ
こ

ら
で学
囚
笑
力
者
を
多
く
擁
す
る
学
部

が
有利
で
あ
る
に
遠
い
な
い
.
果
たし

て
最後
に
笑
う
者
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

当
の
駅大
の
職
員
に
も
そ
れ
は
わ
か
ら

な
い
らし
い
。
と
い
う
の
は
京
大
の
嶺

務糸
統
が
は
っき
り
し
て
い
な
い
し
、

ツ
ワ
モ
ノ
型
の
渚
先
生
の
召
い
分
を
調

整
して
人
来
の
冷
京
大
霞
与
頁
を
作
る

者
が不
在
だ
か
ら
だ
▼
「そ
れ
は
や

っぱ
り
総
艮
選
挙
の
下
馬
評
に
あ
が
る

よ
うな
先
生
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
こ
う

醤
っ
て某
掛
長
は
寂
し
く
笑
った
。
新

学
長
の
「大
管
法
貞
任
」
を
い
ま
は
と

や
かく
マ、う
ま
い
が
、
新
学
長
の
真
の

実
力に
期
待
し
よ
う
。

講1
魏

皇 謬毒
:『=8善

岩液書店ノ東京神田一ツ橋

現
在
、
日
本
史
研
究
・
東
洋
史
研

究
・
西
洋
史
研
究
を
ふ
く
め
て

歴
史
学
は
大
き
な
転
換
期
に
さ
し

か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
転

換
の
指
針
を
学
説
史
の
再
検
討
に

求
め
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。
津
田
先
生
の
学
問
に
対

す
る
継
承
と
批
判
、
こ
れ
こ
そ
日

本
の
歴
史
学
の
新
し
い
前
進
の
力

を
生
み
だ
す
き
っ
か
け
と
な
る
だ

ろ
う
。

遺
山
茂
樹

張
職
盆
翻
財
窟
肇
阯
器

発
売

内
顧竃
萎
霊

定
価
各
=
一〇
〇
円

■
実
物
を
書
店
で
ご覧
く
だ
さ
い
.

(物

色
V

■
孚
術
的
署
律
髭
胴羅
し、
こ
れ
を
誤
燈謂
に
系
続
づ
け
、藁
績
の
全
貌
を
示
す
■
丞
元の
●
馬

悪
想
の
研
窮
五
を
遺薦
そ
の
他
に
よ
り
まと
め
る

■
既
刊本
は
先
生
最
後
の
手
搾え
本
に
よ
り
、

訂
正
・補
入
・補記
を
こ
と
6
と
く
採
録
■
苓
日
入
拳し
難
い学
術
臆
所
職
の諸
論
文
の
ほ
8

初期
の
評
験
、
来発
狡
の
論
交
・遺
積
・上
申
書
・日
記
・日
働
等
禾
公
開
資
料を
も
新
た
に
蒐
集

■
坦
紀の
新
研
劉
、紳
代
愛
の
新
し
い研
鍵
、
国
唇
愚想
の研
究
の
初
版
本
ウ覆
刻

■
編集
に
は
、
栗
田直
弱
氏
を
中
心
に
、生
前
、
灘
田
先
生
の意
を
う
け
て
、
親し
く
そ
の
著
述
・

出版
の
仕
亭
に
た
ずさ
わ
った
踏
氏
が
当
られ
る
。

第
一巻
発
売
8
⑩
月
π
日

日
本
古
典
の
研
究
(上
)
肇
輔編
顯

鍋
磯
譜班
欝
榊

第
三
篇
/
神代
の
物
語

◎
予
約
募
集
髄
韻
購
朧
鞭

●
第
5
回
配
本
/
第
5
巻

資
本
主
義
の
再
編
成

資
本
主
畿と
い
う
経
済
祉
会
の仕
輝
に
つい
て
、
現
圧
われ
わ
れ
が
も
っ
て
い
る
認識
は
、
百
年
前
の
マ
ル

ク
ス
の
先駆
的
解
明
に
負
う
と
ころ
が多
い
。
過
去
百
年
の資
本
主
義
の
歴
吏
は
、
マル
ク
ス
の
洞
察
を
裏

付
け
る
面を
も
つと
同
謄
に
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
、新
し
い
展
開
を
も
示
し
て
いる
.
大
き
く
眼
を
見
開

い
て
、
こ
の新
し
い
展
開
を
見
つめ
、
そ
の
上
で
、
体制
と
し
て
の
現
代
資
本
主
義
の本
質
的
な
性
格
を鳳

き
わ
め
よ.つと
い
う
の
が
、
本
巻
のね
ら
い
で
あ
る
。

都
留
重
人

岩波講座
全14巻 別巻2冊一

〈
こ
の
巻
の
目
次
>
1
資
本
主
醤
は
変
o
たか
/
都
酪
重
人

-
縄

代
資
本
主
義
経
済
の成
畏
と
安
足

OD
載
前
・戦後
の
成
長
と
停
糖
!

吉
田
鵜
三

②
安定
的
成
長
の
条
伴
/
吉
田
義
三
⑧
物
価
と
賃
金
ー

伊東
光
瞬

可
国
家
と資
本
と
労
働

Φ
国
家
の経
済
的
役
割
/
逮
藤

湘
吉

②
大
企
藁
の
役割
/
都
留
軍
人

③
労
働者
階
級
/
隅
谷
三
冨

男

W
国
際
薗
で
の再
編
威

dう
国
際
経
済
統
合
の歴
更
的
意
義
ノ
水

田
博
②
国
瞭
通貨
体
制
の
変
貌
/
牧
野
純
夫

V世
騨
経
済
の
な
か

で
の日
本
資
本
主
藤
/
中村
陥
英

▼
既
刊

1
現
代
の
間
題
性

上
弩
禄
舌
奮
重
他

3
社
会
主
義
世
界
の
形
成

小
椋
広
欝
他

4
植
民
地
の
独
立

汀
昇
郎
・岡
倉
悪
郎
他

7
現
代
の
戦
争

田窪
次
郎
他

▼
読
268131211109

刊
科
学
・技
術
と
珈
代

冷
戦
-
整
謁
震

現
代
の
国
家

現
代
の
軽
済

現
代
の
芸
術

現
代
の
民
衆

競
争
的
共
存
と
民
主
主
義

競
争
的
共
存
の
課
麺

都
幣
璽
八
野゚

村々
轟
他

ー
国
民
生
活
の
比較
1

14

平
和
へ
の
条
件

別
巻

1
・2

各
国
政
治
・経
済
事
情
1
・-

坂
田
昌
一他

汀
口
林
郎
。坂
本
鵜
和
他

辻
澗
朋
勉

小
枳
広
勝
・堀
汀
正
規
他

加藤
周
一他

日
高
六
郎
他

福田
勧
一他

A
5
判
上製
函
入
・平
均
鱈苫頁
〈蝕
月
一冊
5
日
刊
〉
各
四八
〇
円
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ワ

(

近
く
予
窟
さ
れ
て
い
る
O
・E
・
σ

・D
(経
済
協
力
開
発
機
構
)
へ
の加

盟
に
関
す
る
日
本
陥
会
の
批
准
、
1
・

M
。F
(国
際
通
貨
基
金
)
の
八条
国

移
行
宜
唇
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
ま
日本

経
済
は
文
字
通
り
開
放
体
系
に
入
ろ
う

と
し
て
い
る
.
一九
六
二
年
の
日
本
工

業
生
産
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
イギ

リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
に
次
い
で
世
界
第
五

位
と
な
り
、
商
晶
嚢

,て
は
、
例
え

ば
船
舶
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
テ
レ
ビ
、オ

ー
トバ
イ
、
カ
メ
ラ
な
ど
の
生産
は
、

世
界
第
一位
を
占
め
て
い
る
.
今
年
日

本政
府
の発
行
し
た
経
済
白
雷
は
「先

進
国
へ
の遭
」
と
い
う
副
題
を
っ
け

て
、
これ
ら
の韻
実
を
誇
ら
か
に
指
摘

し
て
い
る
ので
あ
る
。

第
二次
世
算
大
戦
後
の
箪
本
空
義
世

界
は
、ま
ずア
メ
リ
カ
含
衆
国
、
次
い

で
繭欧
謂国
、
さ
ら
に
そ
れ
に
次
い
で

日
本
と
い
う
順序
で
、
復
輿
し
そ
し
て

発展
し
て
き
た
。戦
争
甲
殆
ん
ど
破
か

い
ら
し
い破
か
いを
う
け
な
か
う
た
ア

メ
リ
カ
含
衆
国
の
経
済
が
、
戦
争
の
終

わ
って
か
ら
今
日
ま
で
、
古
典
的
な
形

に
お
け
る
過
剰
生
躍
恐
慌
を
経
験
して

いな
い
の
は
、
国
内
的
蕨因
は別
に
し

て
、
囲
際
的
に
み
る
か
ぎ
り
、
西
欧
請

国
や
旦
冷
の経
嬬覆
輿
が
、
アメ
」
カ

に
好個
の海
外
市
場
を
提
供
し
て
い
た

た
め
で
あ
る
.
戦
後
今
日
に
い
た
る
ま

で
の世
界
貿
易
の
発
腰
が
(
工桑
国
対

非工
梁
国
聞
に
お
け
る
よ
り
も
、
工桑

国対
工
桑
国
聞
で
響
し
か
っ
た
こ
と

が
、
そ
の
なに
より
の
証
拠
で
あ
る
.

こ
の
よ
うに
西
欧
や

目
本
が
アメ
リ
カ
に

と
って
の
童
要
な
海

外
市
場
で
あ
る
と
す

れ
ぱ
、
ア
メ
リ
カ
が

こ
れ
ら
の
国
々
の
自

由
化
に
つ
い
て
き
わ

め
て
熱
心
で
あ
った

こ
と
は
当
然
で
あ

る
.
も
ち
ろ
ん
自
由

化
に
よ
って
、
こ
れ

ち
の
闘
々
は
、
ア
メ

η
カ
に
と
って
よ
り

自
由
な
市
場
と
な
る

と̀
同
時
に
、
ま
た
有

力
な
競
争
者
と
も
な

る
.
ア
メ
リ
カ
の
主

導
の
下
に
お
こ
な
わ

れ
た
自
由
化
の
逸
厩

のな
か
で
、
資
本
王

麟
饅
圏家
間
の
矛
腫

は
激
化
し
つ
つあ

る.
開
放
体
系
を
と

り
、
先
進
田
の仲
岡

入り
し
よう
と
す
る

日本
経
済
の新
恥爾

は
、国
際
的に
も
国

内
的
にも
、複
維
な

閲
題
をは
ら
んで
い

一る
.
そ
の
いく
つか

ドの欺備性

 

一安定ム

 

を
ζ
こに
指
摘
U
て
み
た
い
.

戦
後
宙典
的
な
形
に
お
け
る
過
剰
生

産恐
慌
を経
験
し
て
い
な
い
と
い
って

も
、
景
気循
環
の波
が
な
か
った
と
い

う
の
で
は
な
い。
国
家
独
占
資
本
王
義

の
提
供
す
る
さま
ざ
ま
の
形
の
自
働
安

全
装
置
が
、景
気
の波
を
小
き
ざ
み
な

一も
の
と
し
て
いる
だ
け
で
あ
る
。
そ
し

てこ
の
自
働
安
全
装
置
は
、
国
家
財
政
の

に
依
存
す
る
限
り
、
そ
の
働
き
に
お
の

ず
から
限
界
が
あ
り
、
資
本
王
義
世
界

は
つね
に
、
イ
ン
フ
レ
か
、
そ
う
で
な

け
れ
は
過
剣
生
産
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
いる
.
一九
六
二
年
、
六
三
銀
の
資

本
主義
世
界
は
、
ゆ
る
や
か
な
上
昇
を

辿
り
つ
つあ
る
と
い
わ
れ
る
。
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
一九
六
〇
甥
の
不
況
も
、

六
一矩
のは
じ
め
に
底
を
つ
き
、
以
来

ゆ
る
や
か
で
は
あ
る
が
上
昇
し
な
が
ら

今
日
に
い
た
って
い
る
.
西
欧
鰭
国
で

は
、
そ
の
経
演
成
長

が
漸
く
鈍
化
し
は
じ

過剰生産恐慌を内にはらむ
め
た
と
は
い
っ
て

も
、
蟹
然
と
し
て
上

昇
の
過
程
を
た
ど
っ

て
い
る
.
だ
が
多
く

の
注
意
ぷ
か
い
観
察

者
が
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
こ
う
レ
た

安
定
ム
ー
ド
の
深
部

に
は
、
盗
踊に
矛
贋

が
深
ま
り
つ
つ
あ

る
.
現
在
の
賢
本
主

麟
湘
国
に
、
例
外
な

し
に
存
在
す
る
過
剰

短
備
は
民
聞
殴
備
投

資
支
出
を
お
さ
え
て

い
る
.
鈍
化
し
た
民

間
設
備
の
投
賢
支
出

を
、
政
府
支
出
と
個

人
消
費
支
出
に
よ
っ

て
補
って
い
る
と
い

う
のが
い
ま
の
「ゆ

る
やか
な
上
昇
」
の

実
体
であ
る
。
そ
し

て政
府
支
出
の増
加

は
、ゆ
るや
かな
イ

ン
フ
レー
シ
ョン
と

な
っ
て
、
讐

主義

諸
国
の
国
際
収支
を

常
に不
宏
定
な
も
の
と
し
て
い
る
.ア

一メ
Uカ
に
お
け
る
ドル
危
機
、
丙
欧
潴

国
にお
け
る
国
際
収
支
の
余
裕
の
な
さ

が
、
そ
のあ
ら
わ
れ
で
あ
る
.
一口
に

γ
うな
らぱ
、過
剰
生
産
恐
慌
の
要
因

を
は
らみ
な
が
ら
、
わ
ず
か
に
自
動
安

全
装
置
に
よ
って
、
そ
の表
面
化
を
お

さ
え
て
い
ると
いう
のが
、
資
太
主
義

世
界
の
いま
の姿
で
あ
る
.
最
近
の
雪

ど
け
ム
ード
に
よ
る
環
西
貿
易
の
拡
大

は
、
い
ま市
場
間
題
に
な
や
む
資
本
王

義
諸
閏
にと
って
、
た
し
か
に
好
材
料

の
一つに
なる
で
あ
ろ
う
.
し
か
し
な

が
ら
社
会
主覇
潴
国
に
お
け
る
経
貰
の

発
展
は
、他
方
では
資
本
主
義
諸
国
に

と
っ
て
の
競争
力
を
つよ
め
る
こ
と
に

な
る
。
一九
六
五
年
に
終
る
社
会
主
義

国
の
七
力年
計
團
の結
果
が
、
資
本
主

義
潴国
の
過剰
生
産
に
ど
のよ
う
な
影

響
を
及
ぼす
か
.
ζ
れ
は
新
局
面
に
お

け
る
一
つ
の重
要
な
問
題
で
あ
る
.

国
際
的
条件
でい
ま
一
つ注
意
し
な

け
れ
ば
な
らな
い
のは
、
ア
ジ
ァ
、
ア

フ
リ
カ
、
中
南
米
等
、
い
わゆ
る低
開

発
国
の
動
き
で
あ
る
.
こ
れも
一言
で

い
う
な
ら
ぱ
、
日
本
経濟
の開
放
体
系

の
完
帽
と
と
も
に
、
こ
れ
ら低
開
発
国

の
市
場
を
め
ぐ
る
、
資本
主鵬
潴
国
の

一競
争
は
益
女
激
化
す
る
であ
ろう
と
い

う
こ
と
で
あ
る
.
こ
れ
ら
分国
女は
、

一い
ま
経
済
の
自
立
1ー
工夷
化
の道
を
た

ど
って
お
り
、
外
貨
不
足
と
いう
事
情

も
加
って
厳
璽
な
管
理
経
済
の体
制
を

と
って
い
る
.
資
本
主
義
国
にと
っ
て

そ
こ
への
進
出
は
、
容
易
な
遭
では
な

いの
で
あ
る
.

経
済
白
需
が
、
先
進
国
へ
の
道
と
い

うと
き
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
国
際
的
条
件

は右
のよ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

では
国
囚
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ

る
の
か。
最
近
の新
閾
(十
月
十
二
日

目
本
経済
新
聞
)
は
、
い
わ
ゆ
る
所
得

倍
増
十力
年
計
圃
が
、
新
局
面
に
入
っ

た
と
し
、
それ
に
闘
す
る
政
府
の
見
解

を
つ
た
え
て
いる
。

①大
企粟
と中
小
企
桀
、
農
渠
と
工
簗

な
ど
の
部
門閏
の生
産
性
は
む
し
ろ

拡
大
し
た.

②
大
企
票
が
おも
に
手
が
け
て
い
る
素

材
の
コ
スト
は
低
下
し
た
が
、
そ
れ

を
使
っ
て
製
品す
る
過
程
を
主
と
す

る
中
小
盆
乗
の
近代
化
は
遅
れ
て
い

る
た
め
、
経済
全
体
と
し
て
の
合
坦

化
が
限界
に
さ
し
かか
って
い
る
.

③
資
本
財
部
門
の供
給
超
雌
と
消
蟹
財

部
門
の
粥襲
超
過が
併
存
し
て
い
る

(4
)
大
企渠
目体
が
国
際
競
争
力
強

化
の
た
め
下謂
け
中
小
企
集
の
技
術

水
準
引
き
上
げ
を必
要
と
し
て
い

'
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「佐
世
保
は
孤
立
し
て
いる
.
現
期
では

猶
の
手
も
備
り
た
い
ぐ
ら
いな
のだ
」
と
、

輿
京
の
学
友
は
、
佐
慣
保か
ら
の帰
途
で
私

達
に
何
度
も
齢
る
の
だ
っ
た.
彼
等
爽
京
の

学
友
七
名
は
、
東
大
、
早
天、
法
大
の
「平

和
のた
め
の
学
生
委
員
会
」
を代
表
し
て
、

10
月
5
日
原
子
力
潜
水
艦
の
寄
港地
と
予
簸

さ
れ
て
い
る
佐
世
保
に
向
3
兀
の
だ
っ
た.

彼
等
が
私
違
に
語
って
く
れ
た
佐
憶
保
の

状
況
は
異
に
深
刻
な
も
の
で
7
月
%
目に
は

国
籍
、
番
号
不
明
の
黒
い
潜
水
艦
が
寄
鰺

し
、
灌
の改
築
工
事
も
な
さ
れ
て
お
り
、
潜

水
髄
の
ため
の防
舷
備
も
今
ま
で
の
と
は
違

っ
た
形
の
が
つく
ら
れ
て
い
る
と
い
う
.
9

立
入
り
が
築
止さ
れ
た
.底
世
保
市
議
員
の

ほ
う
で
も
、
多
数
壱制
馬
ぞ
い
る
自
民
覚
糸

議
員
が
、
米
軍
に
よ
る波
湾懐
用
の
大
幅
制

限
を
灘
め
て
レ
ま
っ
て
い
る.
こ
う
し
た
状

況
に
対
レ
.
佐
世
保
地
区
労
を
甲心
と
し
た

原
子
力
灘
水
艦
阻
止
辿
絡
会
麟は
十
月
初
旬

八
千
名
に
よ
る
集
会
を
開
い
て
いる
が
、

て
、
原
湛
艦
限
止
闘
争
が
第
一の
ス
ロー
ガ

ン
と
し
て
揚
げ
ら
れ
(
一部
か
ら
は、
こ
の

闘
争
のた
め
に
"あ
ら
ゆ
る
国
の
核笑
験反

対
8は
た
な
あ
げ
し
よ
う
と
す
る
主
張
さ

え
なさ
れ
た
)
九
月
三
十
日
の
関
西
平
和

集会
でも
こ
のこ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し、
現
冥
に
は
、
東
京
の
踏
君
遼
の
報

告
は
私
達
は
ほ
ど
ん知
らぬ
こ之
ぱ
か
り
だ

った
し
、
原
潜
繊
阻
止
の闘
争
が
現
股
階
に

蚕
うて
も
佐
世
保
と
は
無
関係
な
形
で
な
さ

れ
て
い
る
.
今
私
連
に
必
嬰
な
のは
、
来
年

一月
肇

さ
れ
る
動
き
に
短
し、
マ
ス
・コ

ミ紀
よ
って
意
識
的
に
無
視
さ
れ
て
いる
佐

坦
保
の状
況
を
、
全
函
の
乎
和
組
織
に伝
え

る
こと
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
壇
非核
武
装
委
員
は

ご
の
任
務
を
さ
ら
に
遂

行し
、
と
く
に
佐
世
保
の

市民
、
労
働
者
、
漁
民
の

状況
を
知
る
た
め
に
、
二

名
の調
査
員
を
十
月
十
八

広

日
俣
り
ぎ
し
匙
。

(立命
学
友
会
か
ら
は
、

六
名
の
代表
が我

に々
同
行
し
て
い
る
)
.

彼
等
が
帰
洛
後は
、
全
学
友
に
報
告
の
機
会

を
持
つ
計
圃
であ
る
.

(京
大
法
学
部
三回
生
・非
核
武
鞍
委
員

会
)
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る
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(5
)
物
的
生
産性
の上
界
を伴
な
わ

な
い
中
小
傘
菓
鄙
門
でも
労
働
需
給

関
僚
か
ら
貿
金
格
歪縮
小
を迫
ら
れ

た
結
果
製
品
伽
格引
上
げ
に
進
ん
で

消
黄
物
仙
の
上昇
を招
いて
い
る
.

(6
)
農
※
部
門
の
生蔭
性
が
十
分
あ

が
ら
な
い
た
め
労
働移
勤
を
妨
げ
て

い
る
と
同
時
に
、
農桑
人
口
の
老
令

化
か
ら
農
村
の
不
毛化
を招
き
か
ね

な
い
。

"自

立

"と

"従
属

4
へ
の
道

先
進
化
は
帝
国
主
義
化
?

以
上
のこ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
政
府

は
、悩
増
計
画
が
、
残
さ
れ
た
中
小
企

渠
、農
粟
の生
産
性
を
引
上
げ
る
「第

ニ
ラウ
ン
ド
」
に
入
った
と
し
て
い

る
.
こ
こで
わ
れ
わ
れ
の
注
意
し
な
け

れ
ぱ
なら
な
い
こと
は
、
申
小
企
業
の

生
産性
引上
げ
と
い
って
も
、
そ
れ
は

効
率
の
渦
いも
のだ
け
で
あ
って
、
効

率
の
悪
い不
適
格
者
は
これ
を
除
外
し

て
い
る
こ
と
であ
る
.
即
ち
第
一ラ
ウ

ン
ド
で
明
確
と
な
っ
た大
資
本
と
中
小

資
本
の
格
差は
一層
拡し
、
第
ニラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
は
効
箪
の
悪
い申
小
資

本
の
ノ
ソ
ク
ア
ウ
ト
さ
え
期
待
し
て
い

る
と
か
ん
ぐ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
労
働者

階
級
に
対
し
て
は
、
コ
ス
ト
・イ
ン
フ

レ
論
を
バ
ソ
ク
に
い
わ
ゆ
る
安
定
臓金

政
策
が
お
し
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
生
産
性
の
低
い
部
門
に
お
け
る

貨
幣
賀
金
の
上
昇
が
物
価
上
昇
の
原
因

セ
あ
る
と
い
う
コ
ス
ト
・イ
ン
フ
レ
論

を
と
る
と
き
、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
物

騙藤
毯
縦
職謹
諜
齢

由化
に
伴
う
輸
出
競
争
力
強
化
の
政
策

と
か
ら
ん
でく
る
.
大
資
本
を
中
心
と

す
る
生
産性
の引
上
げ
、
安
定
質
金
政

策
、
輸
出
競
争力
強
化
と
い
う
一運
の

政
策
を
並
べ
てみ
る
と
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
帝
国
王義
の政
策
で
あ
る
。
「先

逼
国
へ
の道
」
と
は
、
帝
国
主
義
へ
の

途
な
の
であ
ろ
う
か
.

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
いま
一
つの
側

92
03■8■38
聖τ●38
一一一3・■o重昌
●一零
7 面

を
見
落
し
て
は
な
らな
い
.
そ
れ
は

資
本
の
自
由化
に
伴
う
外
資
の役
割
で

あ
る
.
戦
後今
日に
いた
る
ま
で
日
本

資
本
主
義
の
復活
に
お
いて
外
資
の
果

し
た
役
割に
つ
い
て
は、
そ
の評
価
は

.§齢2989巳3一●

呂●ロ

軽
璽
必
ら
ず
し
も
一致
し
な
い
.経
済

臼
醤
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
企業
の資

金
醐
遮
申
に
し
め
る
外
資
の
比
憲は
三

-
四
%
で
あ
った
.
し
か
し
これ
を大

婁

に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
比
颪
は

か
な
り
高
く
な
る
.
資本
金
」
σ
一億灘

9殉一層ξ

●●3
一〇一=
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●■●=O●●■38
80●●

呂
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性
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れな
いで
あ

ろ
う
か
.
い
う
と
こ
ろ
の第
ニラ
ウ
ン

ド
で
は
、
輸
出
競
争
力
の
強
化と
いう

含
智
業
の
下
に
、
捺
式
取
得
や合
弁
会

社
形
式
で
、
外
賃
は
経
済
効
躍
の
品
い

中
小
企
集
に
も
導
入
さ
れ
よう
と
し

てい
る
.
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
削に
は
、

帝
国
王
嘱
的
目
y
の
這
そ
の
も
の
が、

同
時
に
外
貿
の
役
制
の
強化
をも
たら

し
っ
っあ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て複
雑

な
現
実
が
展
開
し
つ
つ
あ
る
。
そし
て

こ
れ
ら
外
責
導
入
の
条
件
と
し
て
、し

は
し
ば
由
場
制
限
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
本
国
の
商
品
と
ホ
場
で
の
競
争
を

さ
け
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
日
本
経
済
の
自
主
性
の
制
限
であ
り

従
属
の
一形
式
で
あ
る
と
い
わ
喰
は
な

ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
帝国
王

義
的
自
立
か
、
従
厨
か
と
い
う
.
日本

管
本
王
醐
の
性
格
に
闘
す
る
諭
争
は
、

新
し
い
段
園
で
、
も
う
一度
、
反
省
し

魔
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
ハ
え
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
間
題
に
つ
いて

こ
こ
で
明
確
な
慧
見
を
の
べ
る
こ
とは

さ
し
ひ
か
え
る
が
、
次
の
点
だ
け
は指

擾
し
て
お
く
必
嬰
が
あ
ろ
う
。

第
一に
、
帝
国
主
義
的
目
y
と
い
っ

て
も
、
古
い
一目
籔
本
主
義
の
観
念
は

今
日
の
現
実
に
は
、
必
ら
ず
し
も
麹応

し
な
い
.
E
・E
・C
(ヨ
ー
ロ
ノパ

経
済
共
同
体
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

数
置
の資
本
王
義
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の聞
に
矛
膚
を
も
ち
な
が
ら
、
共
同
し

て
帝
国
主
義
的
又配
を
お
こ
な
って
い

ると
い
う
畢
実
は
汀
国
す
る
必
肇
が
あ

る。
第
二
に
、
従
属
と
い
って
も
、
古

い植
民
地
・従
属
倒
で
は
な
く
、高
度

に
発
還し
た
資
本
主
義
国
が
、
そ
の
力

闘
係
か
ら
政
治
的
・鮮
済
的
に
従
属
す

る協
合
が
み
ら
れ
る
。
第
三
に
こ
う
し

ノ

た
新
し
い現
笑
は
、
生
産
の
著
し
い
集

中
と
、世
界
体
制
と
な
った
社
会
主
縦

と
の対
応
関
係
か
ら
生
れ
出
て
い
る
の

で
あ
る
.
(京
大
緬済
学郁
教
摸
・国

際
翼
易
諭
)
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が
、
どう
稽
え
て
も
、
偏
重
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
そ
の研
究
が
政
府
に
よ
って

尊
鼠さ
れ
て
い
る
お
ぼ
え
は
な
い
.
こ

れ
は
琿
論物
淵
掌
に
限
ら
ず
、
少
な
く

と
も
私
の
みる
と
こ
ろ
基
礎
的
な
目
然

科
学
の
全分
野
に
わ
た
って
、
撃
情
は

岡
様
で
あ
る
。な
る
ほ
ど
、
物
獺
学
の

講
座
は
年
々
ふ
えて
ゆ
く
し
、
講
座
研

究
質
等
も
増
額さ
れ
て
い
る
.
し
か
し

講
座
増
は
産
糞
界
の嬰
求
す
る
学
生
足

員
の
増
加
と
い
う観
点
から
だ
け
考
え

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
るし
、
研
究
費

の
増
額
も
、
最
近
の
物価
上
昇
に
見
合

学園解諭

指
導
体
制
を
建
て
直
せ

十

一

-全
国
統
一
行
動
へ
向
け
て

求
し
、
遮
動
の
継続
性
を
適
碓
に
見
抜

い
た
所
に
方
劃
が
立て
ら
れ
た
か
ど
う

か
は
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろで
あ
る
.
現

筏
そ
の
九
・ミ
○
闘
争
の
意
義
付
け

が
、
大
新
聞
の世
論
醐
査
の結
墨
を
引

用
し
て
蝦
ん
に
なさ
れて
い
る
が
、
間

題
は
、
府
学
運
に参
加
す
る
学
生
大
衆

が
い
か
な
ゐ
過
程
で
そ
の河
勤
に
納
繁

し
衛
る
か
、
行
動
の側
面
から
だ
け
で

な
く
、
思
想
的
に
過
去
の週
動
で
得
た

体
験
と
ど
こ
で
そ
の接
点
を見
出
す
か

に
か
か
って
い
た
と
思わ
れ
る
。
そ
の

意
妹
で
は
非
常
に困
難
な
闘
舶
と
苫え

る
。
更
にま
た
こ
の
総括
を
踏
ま
え
て

運
動
を
継
続
さ
せ
る
こ
とも
欝
か
し
く

な
る
で
あ
ろ
う
.二

新
聞
の
世
論
調
査
の
こ
と
に
触れ
た

が
、
確
か
に
現
在
反
池
田
の
パ
ー
セン

府
承
認
の
股階
に
あ
る
が
わ
れ
わ
れ
は

原
水
験
大
会
の
分裂
に
伴
う
平
和
運
勤

の
弱
体
化
に
よ
り
寄港
阻
止
運
蜘
の中

核
を
作
り
得
な
い
現
状に
あ
る
.

さ
ら
に
、
憲
法
改悪
は
衆
知
のよ
う

に
、
釆
年
三
月
の
縞査
会答
甲が
予
足

さ
れ
て
い
る
が
、
政
肘
は
慎颪
に
こ
と

を
進
め
て
、
改
憲
強
行派
の動
き
を
一

時
押
さ
え
て
い
た
。し
か
し
、憲
伝調
査

会
の
貝
体
的
な
答
甲
が
今
後
ど
の
よう

に
決
短
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
よ
りも

む
し
ろ
、
政
治
的
〃蚤
定
∬
期に
表
わ

れ
る
現
憲
伝
の
空
洞
化
を
狙
う
欄
々
の

反
動
功
勢
に
着
炎
に
対
処
し
て
行
く
こ

と
が
必
蝶
で
あ
ろ
う
。

三

八
木
駅大
教
養
委
員
畏
逮
捕
と
、
十

・胴七
で九
人
の
逮
捕
者
が
出
た
こ
と

に
対
す
る軌
議
の集
会
が
大
衆
的
に
持

た
れ
な
か
っ
た
こ
とは
、
現
在
の
学
生

週
勲
、
特
に
府
学
運
の遍
動
の
低
迷
を

明
確
に
物
譜
っ
て
いる
。
わ
れ
わ
れ

が
、
九
・三
〇
、
十
・
一七
の
闘
争
を

総
括
す
る
と
き
、
や
は
り今
ま
でに
感

じ
な
か
った
程
の
あ
る
危
機感
を
持
つ

の
は
、
東
駅に
お
け
る
安
保
以後
の学

生
浬
動
の
崩
壊
期
に
見
ら
れ
た
現象
と

類
似
し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
が

還
動
が
次
第
に
蘇

部
の
み
の
目
已
運

動
の棟
相
を
滞
ぴ
て
き
た
こ
と
が
指
緬

でき
る
の
で
は
な
い
か
。
客
観
的
に
見

た場
合
に
や
は
り
そ
の
よ
う
な
性
稻

を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
所
が
明
白
に
あ

る
.安
保
以
降わ
れ
わ
れ
に
か
か
って
き

た
膨
大
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
負
債
の処

琿
が
充
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.行
動
面
で現

わ
れ
た
欠
陥
は
そ
こ
に
根
を
持
っ
て
い

た
と
雷
え
る
だ
ろ
う
.

十
一・
一闘
争
は
十
。==
の
全
国学

生
統
一行
勤
の
一環
と
し
て
原
都
で
は

提
起
さ
れ
て
い
る
。
十
一
。
一に
予
定

さ
れ
る
平
民
共
闘
に
介
入
し
て
、
大
衆

運
動
と
し
て
の
笑
質
的
な
効
果
を
狙
っ

たと
の
こと
だ
が
、
府
警
の
弾
圧
と
そ

れ
に
抗
畿
す
る
と
い
う
意
味
で
、
現
在

の
府学
運
の体
制
が
全
く
55
い
こ
と
は

変
り
が
ない
。
ま
ず
早
急
に
指
導
体
制

を
建
て
箇す
こと
が
薙
ま
れ
る
.
さ
ら

に
は
、
ク
ラ
ス討
議
ま
た
は
サ
ー
ク
ル

に
お
い
て
、篠
法
闘
争
の憲
味
を
追
求

し
て
い
く
こ
と
が必
喪
で
あ
る
.

う
も
の
です
らな
い。
そ
こ
で
は
、
目

本
に
お
け
る研
究
の発
展
のた
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
かと
いう
よ
う
な
問

題
は
ほ
と
ん
ど考
慮
の外
に
お
か
れ
て

い
る
.
こ
の
場
台、
人
文
、
社
会
科
学

の
状
態
が
よ
り
ひ
ど
い
も
ので
あ
る
な

ら
は
、
そ
れ
は
「文
科系
の偏
軽
」
と

で
も
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、か
り
に
も

偏
颪
と
い
う
よ
う
な
繰
解
を
まね
き
易

い
衰
現
を
つ
か
っ
て
も
ら
い
たく
な
い

と
思
う
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
は
く
だ
ら
な
い
こ
と
の
よ
うで

私
達
に
と
って
は
け
っ
こ
う
重
要
な問

題
を
ふ
く
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

日
本
学
術
会
議
は
、
一九
六
一年
四
月

「基
碇
科
学
振
興
互
原
則
」
を
声
明
し

た
.
そ
の
囚
容
は
、
標
路
的
に
衰
わ
す

と
、
一
、基
礎
科
学
の
重
視

二、
科
学
の
自
徳
性
と
科
学
者
の
自
主

性
の窟
視

三
、研
究
体
制
の
碓
立

四
、研
究
の公
開

五
、科
学
者
の社
会
的
貴
任

と
い
うも
の
であ
る
。
私
達
、
原
子
核

物
蝿
学
者
は
かね
てか
ら
、
こ
の
よ
う

な
方
向
を
王張
し
て
いた
が
、
い
わ
ぱ

こ
の
中
の
第
二原
則
の具
体
化
に
あ
た

る
も
の
と
し
て、
一九
五
八
年
以
来
、

三
年
あ
ま
り
の
日
時
を蟹
や
し
て
、
原

子
核
研
究
将
釆
計画
をま
と
め
た
。
こ

れ
は
約
五
ヵ
年
聞
に
わ
た
る計
糊
であ

って
、
総
額
約
三
百
憶
円
の
経費
を
必

夏
と
す
る
.
こ
の
計
画
は
学
術
会
議
の

支
持
を
得
て
お
り
、
も
し政
府
がし
っ

か
り
し
た
科
学
技
術
政
策を
も
って
い

る
の
で
あ
れ
ぱ
、
こ
れ
を
受け
と
め
て

実
施
す
る
の
に
、
何
等
大
き
な隙
害
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
不
掌に

し
て
現
笑
は
そ
う
な
って
い
な
いρ
第

研究の総合機構を
実体のない理科系偏重
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十
・
一七
府
掌連
統
一行
動
は
京
大

で
は
わ
ず
か
二
百
獺十
人
の学
任
が
紬

集
し
た
だ
け
で
、激
し
い府
警
の
弾
圧

の
中
で
闘
わ
れ
た.
し
か
も
、
四
日
に

逮
捕
さ
れ
た
ま
ま、
ま
だ
釈
放
さ
れ
な

い
八
木
京
大
教
擬
委員
長
の他
に
、
九

人
の
㎡
捕
省
ま
で出
し
た
ので
あ
る
.

こ
の
闘
争
に
釜
川者
が
少
な
か
った

の
は
、
明
ら
か
に
統
一派
のボ
イ
コ
ソ

ト
に
よ
る
こ
と
も
ある
が
、
ま
た
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、今
府
学
連
の
直
面

し
て
い
る
さ
ま
ざま
な学
生
運
動
の
危

機
の
嬰
累
が
か
ら
ま
っ
てい
る
。

確
か
に
今
年
の
轡
以来
、学
生
運
動

は
そ
の
甲
心
的
闘
争
日嶺
を
明
雁
な
形

で
提
示
し
得
な
か
っ
た
と
胃え
よ
う
。

し
か
し
、
問
題
を
常
に
指導
部
の買
任

す
り
か
え
る
の
は
他
の
"状
況
π
を
無

視
し
た
も
の
で
あ
り
、ま
た
、
り情
勢

が
な
い
躍
と
い
う
指
導
部
の判
断
も
、

そ
れ
を
強
調
し
過
ぎ
る
なら
ぱ
か
え
っ

て
,情
勢
酵
を
見
失
う
こと
に
な
る
で

あ
ろ
う
.

隔

突
際
、
原
水
禦
大
会と
平
行
し
て
開

か
れ
た
「反
戦
学
生
集会
」
の
中
で
全

学
連
再
嬬
の
イ
メ
ージ
を
生
み
出
し
得

ず
嘱
秋
以
降
に
お
い
て
も例
え
は
「市

電
、
市
バ
ス
儲
上
げ
反
対蘭
争」
を
見

れ
ぱ
、
そ
れ
が
、
"情
勢
躍
を
深く
追

第1170号

ト
が
多
い
.し
か
し
、
社
共
の闘
争
放

棄
は
奪
つ
ま
でも
な
く
、
今
の国
会
、

ま
た
総
選
挙
に
お
いて
、
自
民
党
の優

位
は
変
ら
な
い
であ
ろ
う
し
、
社
共
の

け
ち
臭
い
党
勢拡
大
よ
り
も
、
池
田
が

今
度
の
外
遊
で国
民
のナ
シ
ョナ
ル
な

心
悟
を
く
す
ぐ
っ
た
こと
が
ど
れ
ほ
ど

大
き
く
選
挙
に
響く
かは
目明
の
こ
と

で
あ
る
。
所
得
倍
潮
が
マ
ユツ
バ
で
あ

る
こ
と
は
国
民
の
誰も
が感
じ
てい
る

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
りも
大
き

な
政
治
的
な
「安
短
」
ムー
ド
作
り
に

は
完
全
に
ま
き
こ
ま
れ
て
いる
こ
とに

沈
目
す
へ
き
で
あ
る
。

日
韓
会
議
は
朴
の
大
統
領
選
挙
の勝

利
の
上
に
、
政
治
的
に
、
外
交
的に
も

や
り
や
す
く
な
った
こ
と
も
あ
り
、着

と々
進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

原
子
力
潜
水
艦
寄
港
の
問
題
は
、
政

一に
年
平
均
六
十
憶
円
程
度
の金
を
原

芋
核
の
基
礎
研
究
に
つ
か
う
と
いう
こ

と
は
、
若
し
冒
本
で
国
民
所
得
の
囚、

誇
外
国
と
同
程
度
の
部
分
が
研
究に
投

資
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一五
%
ほ
ど
が
基

礎
研
究
に
そ
そ
が
れ
る
と
い
う
常
識
的

な
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ぱ、
決
し

て
他
分
野
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
ほ

ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
現

実
に
日
本
に
お
い
て
基
礎
研
究
に
使
わ

れ
る
金
は
、
こ
れ
が
常
軌
を
失
し
て
巨

大
に
見
え
る
ほ
ど
少
な
い
の
で
あ
る
。

榊 朝榊
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し
か
も
そ
の
不
足
な
金
の
配
分
が
無
足

見
に
、
科
学
の
現
災
的
条
件
と
無
関
係

な
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
.
こ
の
場
白
、
私
遼
は
、
計
画
の
実

現
轟婁
求
す
る
こ
と
は
、
原
子
核
研
究

の
「傭
璽
」
を
要
求
す
る
こ
と
で
あ
る

と
いう
非
譜
を
お
そ
れ
て
、
計
画
を
縮

少
す
る
こと
が
正
し
い
遭
で
あ
る
と
は

思
わ
な
い
.
そ
う
す
る
こ
と
は
、
政
肘

の立
場
か
ら
み
て
常
識
的
、
私
達
の
立

場
か
らみ
て
過
少
な
研
究
予
算
の
枠
を

認
め
る
こと
に
な
って
し
ま
う
か
ら
で

あ
る。
し
か
し
私
遠
は
、
ま
た
岡
時
に

い
く
ら原
子
核
研
究
の
発
展
を
熱
望

す
る
と
は
い
え、
そ
れ
の
み
が
均
衝
を

失
し
て
推進
さ
れ
る
こ
と
を
蜜
ん
で
は

い
な
い
.
そ
れ
は結
局
、
原
子
核
研
究

自
身
に
対
し
ても
好
ま
し
く
な
い
ひ
ず

み
を
与
える
であ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
.

だ
が
、
そ
の
た
めに
は
、
幅時
陳
子
核

の
計画
に
つ
ら
れ
て
将
来
計
圃
ブ
ー
ム

が
お
こ
り
か
け
た
よう
に
、安
直
に
膨

大
な
計
圃
を
つ
く
っ
て
、
予算
の分
捕

白
戦
を
演
ず
る
こ
と
も
有効
とは
考
え

ら
れ
な
い
。
政
府
の
常
餓
の枠
を突
破

ず
る
に
は
、
各
分
野
の
研
究
者
が
、
お

一互
い
に
足
を
ひ
っぱ
り
あ
っ
た
り
、
予

算
の
と
り
あ
い
を
し
た
り
す
る
の
で
な

く
、
全
分
野
の
研
究
省
が
協
力
し
て
、

基
礎
科
学
全
体
の
線
合
的
将
釆
計
画
を

つく
り
あ
げ
、
そ
の
笑
現
に
努
力
す
る

ほ
かは
な
いで
あ
ろ
う
.

原
子
核
研
究
の
将
来
計
圃
は
金
の
こ

と以
外
に
も
蟹
竪
な
問
題
を
提
起
し
て

い
る
。そ
れ
は
新
ら
し
い
研
究
体
制
の

確
立
と
いう
こと
で
あ
る
.
十
九世
紀

後
半
以来
、
科
学
研
究
が
個
人
の
仕
事

で
な
く
、組
織
に
よ
って
遂
行
さ
れ
る

よ
う
に
な
った
こと
は
し
ば
し
は
強
繭
「

さ
れ
て
い
る.
第
二次
大
戦
以
降
、
特
一

に
原
子核
研
究
に
お
い
て
は
こ
の
傾
向

は
ま
す
ま
す
顕蕃
に
な
って
き
た
。
私

達
も
こ
れ
に即
応
し
て
、
た
え
ず
新
ら

し
い
体
制
を
つく
る
こと
に
努
力
し
て

き
だ
。
こ
れ
ま
で
の学
会
と
こ
と
な
る

研
究
者
集
団
の
形
成
、共
岡
利
用
研
究

所
の
設
立
、
流
勲
研
究
員
制
度
の
発

足
等
は
王
と
し
て
原子
核
研
究
者
の
嬰

望
に
も
と
ず
い
て
で
きた
も
ので
あ
っ

た
。
し
か
レ
、
も
し
将
来計
團
が
笑
現

す
る
こ
と
に
な
れ
ぱ
、
さ
ら
に根
本
的

な
体
制
の
変
革
が
必
要
とさ
れ
る
こと

は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
は将
釆計

図
の
中
心
の
一つ
と
な
っ
て
いる
、大

加
速
器
を
殴
け
る
研
究
所
は
そ
の
予
算 大

学
と
岡
程
度
に
確
保
さ
れ
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
こと
を
要
求
す
る
。
こ
の
た

め
に
、私
達
は
原
子
核
の
み
で
な
く
、

さ
ら
に
広
い立
場
か
ら
研
究
を
推
進
ず

る
た
め
に
、物
理
科
学
研
究
総
含
機

構
と
い
う
組
織
の設
立
を
提
唱
し
て
い

る
。
こ
の
機
構
は他
分
野
に
お
け
る
同

様
な
組
織
と
協
力
し
て
日本
に
お
け
る

基
礎
科
学
研
究
の推
進
力
と
な
る
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よう
な体
制
が
有

効
な
役
割
を
果
し
う
る
た
めに
は
各
大

学
内
に
お
け
る
研
究
と
密接
に
か
ら
み

あ
わ
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
従が
う

て、
こ
の
体
制
の
成
立
は
こ
れ
ま
で
の

大
学
の自
治
に
も
影
響
せ
ず
に
は
い
な

いで
あ
ろ
う
。
私
達
は
い
ま
や
、
大
学

のあ
り
か
た
と
い
う
も
の
に
も
深
刻
な

反
省
を加
え
ね
ば
な
ら
な
い
段
階
に
き

て
いる
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
.

も
ち
ろ
ん私
連
は
現
在
、
大
学
の
自

治
が権
力
の
側
か
ら
も
お
び
や
か
さ
れ

て
いる
こと
を
知
って
い
る
。
そ
し
て

私遣
のも
と
め
る
よ
う
な
研
究
体
制
の

変革
は
塊
在
の
常
識
を
や
ぶ
る
る
も
の

であ
る
か
ら
、
特
に
努
力
し
な
い
限

り
、
それ
は
決
し
て
問
題
に
も
さ
れ

ず
、
そ
の体
制
の
た
め
に
大
学
が
影
響

を
う
ける
こと
も
な
い
で
あ
ろ
う
.
だ

か
ら現
在
研
究
体
制
の
根
本
的
変
革
を

云
す々
る
こと
は
や
ぶ
を
つ
つ
い
て
蛇

を
出す
よう
な
も
の
だ
と
い
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い.
し
か
し
、
私
選
の
研
究

は
現在
の体
制
のも
と
で
は
允
分
な
発

震
が
の
ぞみ
が
た
く
な
って
い
る
の
で

あ
る
.
大学
の自
冶
は
本
米
、
学
炉
の

自
由
を
保証
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ自
身
学
問
の発
展
と
と
も

に
進
歩
し
て
ゆか
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
も

の
で
あ
ろ
う
.私
達
は
、
よ
り
高
度
の

新
ら
し
い
自治
の光
め
に
努
力
す
る
こ

と
は
、
糧
力
の
瓜迫
に
対
す
る
抵
抗
力

を
ま
し
こ
そ
す
れ
、
弱め
る
も
ので
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
(蕩
瓢
研
助
教

授
・奮
芋
験
)

響

副鍬

一

＼
」
「
ー

/

間襯馨
鐘
融
盤

讐
麗
酷
鯨
難
Σ

な
こ
と
を
注
慧
がけ
た
ら
よ
ろ
し
い

で
す
か
。
(岡
山
N生
)

笛す囎
額
籠
難
藷
璽

時
は
あ
ま
り
受
験
と
い
う
こと
に
意
一

識
的
に
な
ら
な
い
方
が
い
い
でし
ょ

う
。
以
前
に
本
紙
に
掲
載さ
れ
た
入

號
雛
難
豹
編
墜

ガ
と
畠
って
い
る
よ
う
に
、細
か
い

暗
記
や
、
難
し
い
難
問
にあ
くせ
く

す
る
よ
り
む
し
ろ
広
い
知
鍮
、
全般

に
わ
た
る
蝋
解
力
を
つ
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
例
え
ば
歴
史
な
どは
今

の申
に
各
時
代
の
連
関
や
時
代
的背

景
など
把
擬
す
る
よ
う
に
長
い物
驕
一

風
のも
の
を
読
む
の
も
一考
だ
し、

英請
も
長
い
文
章
斑
解
の
た
め
簡単

な原
典
を
多
く
読
む
の
も
}考
で
す
一

とに
か
く
一、
二
年
の
中
は
小
説
や
一

斐
を
蓉

な
ど
ま
た
ク
ラ
ブ
鍵

に
励む
な
ど
の
ゆ
と
り
が
ほ
し
い
も
　

の
です
.
(T
)

間

農摯
部を
受
け
た
い
と
思
い
懐
す
・

物
珊を
遡
択
し
な
い
と
、
入
単
し
て

か
ら
囲
る
で
しよ
う
か
.
(大
阪
0

生
)

一箸

農
学
部
の
蝋科
の受
験
課
目
は
、

㎜
物
理
、
生物
、化
学、
地
学
の
中
二

一
科
目
選択
で
す
が、
そ
のど
れ
を
選

ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
入学
後
困
る
と

い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
どな
いで
し
よ

う
.
と
に
か
く
入
試
には
礪
笑
に
点

の
と
れ
る
自
分
の
得
意
な科
目を
選

ぷ
こ
と
が
好
ま
し
い
で
す
。
(T)

が
・
暴
の
糞
旨

ぞ
い
ま
力
一

規
模
か
ら
い
え
ぱ
、
ゆ
う
に
、
か
な
り

大
き
な
團
立
大
学
に
匹
敵
す
る
も
α
で

あ
る
.
従
が
って
、
こ
れ
を
従
来
の
よ

う
に
、
大
掌
附
置
の
共
同
利
用
研
究
所

と
いう
よ
う
な
過
渡
的
性
格
の
も
の
の

一な
か
にお
さ
め
る
ζ
と
が
妥
嶺
か
否
か

一は
は
なは
だ
凝
問
で
あ
る
。
一万
、
こ

の研
究に
お
け
る
研
究
は
、
全
国
的
な

研
究
に
重
大
な
影響
を
お
よ
ぼ
す
で
あ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の研
究
所
に

お
け
る
研
究
の自
由
が、
少
な
く
と
も

黙 学第

縷 の三韓
試の

黙 み医穫

 

利
用
さ
れ
て
い
る
.
コ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョン
と
は
予
防
医
学
、
治
療
医
学
に

次
ぐ
第
三の
医
掌
と
し
て
疾
目
を
集
め

て
いる
も
ので
、
普
通
に
窟社
会
復
帰

の
ため
の撹
勤
療
法
μ
と
い
わ
れ
て
い

る
.第
三
の医
学
(リ
ハビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
)は
三、
四
十
年
前
か
ら
医
掌
の

閻
題
とし
て
取
上
げ
ら
れ
は
し
め
、
東

大
満
木
名誉
教
授
ら
が
、
小
児
麻
輝
治

療
の
施
臨
を開
拍
し
た
こ
ろ
か
ら
員
体

いちばん

有利な貯蓄

1口1万 円・元金保証

◆ 住友信託銀行

 

化
さ
れ
て
い
た
.
今
度
六
〇
万
円
の
費

用
で完
成
し
た施
設
は
教
育
研
究
のモ

デ
ル
ケー
スと
し
て
の色
彩
が
強
く
、

今
の
と
こ
ろ、
利
用
を開
始
し
て
、
日

が
浅
い
の
で成
果
のほ
ど
は
く
わ
し
い

デ
ー
タ
ー
と
し
ては
表
わさ
れ
て
いな

い
が
、
軽
傷
にも
三
澗簡
は
残
る
と
い

わ
れ
る
後
遺
症
を
取
り除
き
、完
全な

"社
会
復
帰
4
を
目
指
す
試
み
と
し
て

注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(粛
京
大

学
新
閏
十
月
二
目
号
)

遅

れ

る

学

館

本

館

大

川

同
喜

大
学
学
萎

箆
一

同

㎜
委
員
会
は
学
生
部
に
対
し
、

学
生会
銅
建
設
準
備
に
関
す
る
学
館
小

婁
員会
(
一部
学
友
会
、
二
部
学
友
会

生
協
、大
学
院
、
教
職
員
組
台
、
教

授
会
よ
り
構
成
)
の
再
開
を
あ
っせ

ん
す
る旨
翼
謂
し
て
い
た
が
、
「学
部

教
授
会
の
一部
が
ま
だ
代
衰
委
員
を
決

め
て
い
な
い」
と
いう
理
由
で
再
開
が

遅
れ
て
い
る
.学
友
会
では
去
る
五
月

本
鋸
設
計に
関す
る
要
求
の
集
会
室
の

合
理
化
②
軽食
堂
喫茶
の
一ケ
所
統
合

③
食
堂
の
坪
数
坦
加④
厚
生
施
設
の
完

備
を
し
て
回
答
を
申
し
入れ
て
い
た
が

そ
の
ま
ま
現
在
に
い
た
っ
て
いる
た
め

①
交
渉
機
醐
と
し
て
の
学
館小
委
員
会

即
時
再
開
を
要
求
す
る
こ
と
②
掌校
当

局
の
不
鮭
に
関
す
る
小
委
員
会
再
開
引

き
の
は
し
に
対
す
る
学
生
部
長
、
掌
長

の畷
任
週
及
③
呉
体
的
な
艘
蹴
交渉
な

どを
槻
起
し
て
い
た
.
(同
心
社
新
聞

+
月
八
日
母
)

書

籍

五

分

引

き

実

施

大

川

立
命
朗
大
学
の
生
協
擾
籍

命

㎜
部
では
、
十
月
か
ら
轡
籍
の

立

㎜
五
分
引
き
を
冥
施
し
た
.
こ

れ
は
欝
籍
購入
者
に
五
分
の
り
べ弘

巻
を
渡
し
月末
に
換
金
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
他
の
購売
部
では
市
価

よ
り
か
な
り
安
く
宛
っ
て
いる
に
も
か

か
わ
ら
ず
欝
籍
部
で
は同
じ
で組
倉
員

か
ら
不
満
が
多
か
っ
た
が
ζ
の
たぴ
粟

者
が
譲
歩
す
る
こ
と
に
な
り実
現
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
生
協
本
部
とし
て

は
生
協
京
都
プ
ロ
ソ
ク
で
轡
鱗
の統
一

忙
入
れ
部
を
作
る
。
教
科
畜
も
生
協
本

部
で
取
扱
う
な
ど
計
画
中
で
あ
る
.粟

者
と
の
妥
協
で
五
分
引
き
を
実
晒
す
る

と
い
う
こ
と
は
運
動
と
し
て
問
題
は
あ

る
が
当
面
の
学
生
の
利
益
の
た
め
に
積

極
的
に
運
勤
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と

蕾
って
い
る
。
(立
命
館
学
園
新
閲
十

月
+
一日
暑
)

常
微
分
方
程
式

ポ
ン
ト
リ
ャ
ーギ
ン
康
著

末
村
俊
房
校
関
・千
葉
克
裕
呪

京都 神 田局駿 河 台3
累窟(2訓)712臓
齢口鐘■陽 軍罵570850

 

東
器

擬
動
諭
と
旦
醜
櫛
諭
へ
の

齋あ

A
5
・三
一六頁

阪
.
"遂
編
群論
"と
な
ら
ぶ

定
価

八
八
〇
円
ポ
ン
ト
リ
ャ
ーギ
ン
の
名
餐

夫
学
縢極
数
学
漉
習
シ
リー
ズ

第
4
巻

辮
代
数
幾
何
演
習

羅
輝

驕
撫
碧

魏
.簸
韻

大
董

累
蔓
獲
選
あ
致

盤
響
番
と
して
鞠

2
蛋

分
演
習
1
・微
積分
演
習
皿
・

微
分
方
程
式
演
習と
盒
鷹全
4

巻
をな
す
一冊
.
ペク
下
ル
■

行
列
を
想
えて
蟹
U
発

有
機
化
学
婆
〒
難
譲

宋
村
作次
郎
。田
中
正
三

A5
●一一六
四
夏

、
一般
性
頁等
を
述
べた
.

タ
夫
伎
英
一

編
集

定
価
六
八
〇
円

■
上
巻
A
5
.価
六
八〇
田

イ
オ
ン
交
換
膜

小
坂
勇
次
郎
・
清
水
博
編

獅
鱒
臨㏄
oo
噸

イ
オン
交
換
膜
の
歴
史、
饗

法
、讐
「
襲

など
の

面
に
わた
って
具
体
的
に記
述

説
明
」㍉
イ
オ
ン
交
換
膜
への

入
門
書と
実
際
的
な
聯門
轡
と

し
て
の
商面
を
備
え
て
い
る
。

燃

料
工

学

冑
田
高
年
署

欝
.艶
鯉

最
近
の進
歩
に
も
ま

て

石
炭
・石
油
・石
穂
花
ガ
ス

薮
・ガス糞

し
て
い
る
.墨
轟
壬
書
箸

・学
等
婆
署
墨

曇

考
璽
t
て
広
≦
偏
で
き
る

エ
レ
ム
・孝
よ

川
上
正
光
・
宋
松
安
晴
錘
}認
敬
呂
o
o
円

■
飾
脱
●
付■

電
磐
罰蕎

鴇
係
脅

他
の
蓋

う
け
な
郎

ら
昂嗣
り
と
瓢図
で
百
瞭
然

に
闘
係
式
を
理
解で
き
る
よ
う

衰
示
し
た
ユ
ニ
ーク
な
隷
図
饗

錯
体
化
学
入
門

柴
田
村
治
著
習
.レ顯

蒙

日まで箋

の
学
生た
ち
の
た
め
に
作
っ恕

難毫1

 

標
準
工
学
シ
リ
ー
ズ

続
々
刊
行
中

畠増(5
剃
・上
簾
本

隻
き
～
團合
四

本
シ
リ
ーズ
は
こ
れ

か
ら
の
新
時代
の
技
術

麿
な
ら
ん
と
する
人
に

理
肇

にと
ら
わ
れ

な
い
、
つ
ね
に窒
藤
と

の
藷び
つ
き
に
璽点
を

お
い
た
畜
歯
蟹
脚轡

〔厩
刊〕
0
隼

工
渠
のた
め
の
禰
犠
化
単●

電
子
エ学
の
蓋
覆
0
電
子
面路
の
基
砥
と
輿
際

0
少
量
塗に
よ
る
肩
糎
化
禽
物禽
成
法
●
糎
器

分
堺
墜験
0
碁
凋
分
析
化
学突
験
0
電
子
計
薦

糟
プ
ロ
グ一零
、ン
グ
入
閣

電気
計
測
の
璽
醸

0
製
造
化
学夷
験
⑭
送
電
と
配
電0
亀
子
回
隠

の
計
算
法
0
交流
理
験
の
蓋
磁
と渡
習

蕩

化
学
大
辞
典

蜷
鞘
罷

七
万習
に
蓑
器
の
甕

7
,
ぺ
で
2
遷
生
に

全

嘉
4
茎

輩

242
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闇舗弐邪常

現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッパ
で
は
中
ン
齢
争
が
各
国
に
、
狩
に共
甕

に
与
え
た
も
の
は
非
常
な
も
のが
あ
る
と
溶
元
ら
れ
、
ま
た
、
分
裂
と動
揺
を
勤
け
る
ヨ

7
ロ
ッ
パ
新
左
翼
に中
ソ
融
争
が
ど
の
よ
う
に
影
縛
を
及
ぼす
か
は
非
常
に
璽
竪
な
問
題
であ
ろ
う
.
こ
こ
に
掲
載
す
る
文
章
は
関西
大
学
続
済
学
部
助

教
授
鰯
嶋
郷
嶺
氏
より
雷
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
閥民
は
こ
の
た
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に留
学
さ
れ
、
同
地
に
て
、
後
進
図
耗
済
開発
を
研
究
さ
れ
、
同

(編鎖
郁
)

熱
化
す
る
中
ソ
論
争

、

欧
州
新
左
翼
は
増
大
す
る

禦
塾

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
聞
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、
そ
の政
治
的
立
溺
を
は
っき
り
と

前
面鷹
揮し
出
し
て
い
る
.
保
守
的
な

も
の
であ
れ
、
進
歩
的
な
も
の
であ

れ
、
そ
の
一
つを
選
ん
で
見
出
し
を
ひ

ろ
い読
みず
る
だ
け
で
も
、
私
が
ヨー

ロ
ッパ
を旅
行
し
た
七
月
末
か
ら九
月

初
め
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の人
違

躰亭
ソ
論
騎
こ
と
匹
鋳

国司購
な悶
ひ

、
欝

をは
ら
った
か
を
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ソド
に

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
であ
ろ
う
.

ζ
の異
常
な
関
心
は
、
中
ソ齢
争
が
単

に
北
泉と
モ
ス
ク
ワ
の
冒
僚違
の聞
の

応
酬
で
あ
る
段
階
を
越
え
て、
ヨー
ロ

ッパ
に
お
い
て
き
わ
め
て貝
体
的
な
形

を
と
る
よ
う
に
な
った
こと
に
よ
って

か
き
た
て
ら
れ
た
も
の
と患
わ
れ
る
.

私
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に着
く
直
前
に
、

ベ
ル
ギ
ー
共
匿
党
は
、
モ
スク
ワ
派
と

申
国
派
に
分
裂
し
、
反ナ
チ
闘
争
の
輝

か
し
い
経
歴
を
掩
つ
指導
者
が
虫
国
派

こ
曜
し
ご
、
虫
ヨ
D
謹

・肱
で
活

㍉ 惑 鱗擁 葱 蔑一 織 蹴

講霧鏡謡 讐
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狽輯隔爾
一 動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は、
ブ
フ

ソセ
ル
の
宿
で
、
穆
名
な燕
麗鐘

者
シ
ャ
ソ
ク
・グ
リ
ソ
バ
、
モ〃
ス
・

デ
ロ
ン
、
ル
ネ
・ラ
イ
ンフ
貯ル
ト
な

ど
が
名
前
を
連
ね
て
自
ら
の
y場
を
明

ら
か
に
し
た
「マ
ル
ク
ス
・レ
ー
ニン

主
義
か
修
正
主
繍
か
ー
ベ
ルギ
ー
共
産

党
十
三
回
か
ら
十
四
回大
会
へ」
と
と

も
に
、
公
然
と
修
正
主
義者
フ
ル
シ
チ

ョフ
打
倒
を
叫
ぷ
ベル
ギー
共
産
党
機

関
紙
を
、
興
味
深
く
読む
こと
が
で
き

た
.フ
ル
シ
チ
ョ
フ
より
も
も
っと
員
体

的
に
皿和
共
存
踏線
を提
唱
す
る
ト
"

ア
ノ
チ
の
共産
覚
が大
き
な
力
を
持
つ

イ
タ
リ
ー
に
お
い
ごも
、
中
国
・イ
タ

リ
L友
好
協
会
が
主墜
都
市
に
設
立
さ

れ
て
、
平
和共
存、
梅
造
改
革
路
線
を

激
レ
く
批
判
する
こと
と
な
りた
。
私

が
ロ
　
マ
に
いた
お
に
は
へ
こ
の
　
ロ

灘耀
遡

旧植
民
地
の掌
生
が
数
多
く
集
ま
っ

て
い
る
ロン
ド
ン
と
パ
リ
ー
に
お
い
て

は
、
これ
ら
の
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
共産
党
と
結
び
つ
い
て
、
突
に
あ

わ
た
だし
い動
き
を
示し
て
い
た
.
ほ

と
ん
ど毎
日
、
ど
こ
か
の
国
の
学
生
が

中
ソ諭
争
をめ
ぐ
る
討
齢
会
を
開
い
て

お
り
、
そ
の大
部
分
が
中
国
路
線
を
粟

持
し
て
いる
よ
う
で
あ
った
.

騨
纏
墾

こ
の
よう
に
、
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
久
産

覚
潴組
織
が
中
ソ
験
争
に
た
い
す
る
自

ら
の
立
場
を鮮
明
に
し
、
幾
つ
か
の
対

立
が
ヨ↓
μ
ッパ
内
に
作
り
出
さ
れ
て

い
く
中
で、
中
ソ
諭
争
に
た
い
す
る
一

艘的
な関
心
が
異
常
な
ま
で
に
た
か
ま

う
て
い
った
ので
あ
る
。
「エ
コ
ノ
ミ

ス
ト」
八
月
=百
号
は
、
こ
の
異
常
な

一一

層曹
一冒響

騨
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関
心
を
、
如
実
に
伝
え
るも
の
の
一
つ

で
あ
る
.
こ
れ
を
手に
す
る
人は
、ま

ず
、
そ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な衰
紙
に
目

を
見
は
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。銃
を
手
に

ず
ら
り
と
並
ん
だ
中共
買
の
写夏
が赤

く
染
め
抜
い
て
大
きく
か
かげ
ら
れ
、

醗
罐
灘
舞

の
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
人
の闘
心
を
引
き
つ

一け
ず
に
は
お
かな
い、
実
に
た
く
み
な

一見
出
し
であ
る
.
そ
し
て
、
こ
の
タ
イ

聾

も
と膜
戦
争
が
も
は
や
否

避
的
な
も
ので
は
な
く
な
った
と
い
う

フ
ル
シチ
ョフ
・テ
ー
ゼ
を
た
た
え
な

が
ら
、
モ
スク
ワ
の
お
さ
え
の
き
か
な

「く
な
っ
た
北尿
の指
源
者
の
も
と
に
あ

る
申
国
が
「敗
北
」
ず
る
ζ
と
は
あ
っ

て
も
「慢
略
さ
れ
る
」
ζ
と
の
な
い
七

憶
の人
民
を
も
って
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
、
「中
国
間
題
に
は
解
決
が
な
い

かも
し
れ
な
い
.
決
裂
と
戦
争
に
噂
く

孤
立化
のく
り
か
え
し
が
生
じ
う
る
唯

噌のも
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

かし
、
そ
ζ
に
お
し
や
ら
れ
る
削
に
、

亟
立
化
に
代
る
べ
き
も
の
を
探
し
求
め

る
こと
が
必
翼
で
あ
る
.
ロ
シ
ア
は
失

敗
し
た
が
、
西
欧
は
そ
の
探
求
に
取
り

組
ま
な
け
れ
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」

と結
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
多
く
の

ヨー
ロ
ッパ
人
劉

持
を
代
弁
す
るも

の
であ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
に
は
、
な

ノ
お好
況
が
続
い
て
い
る
。
ブ
ー
ム
の
も

と
で、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
人
は
、
現

状
の持
睨
を
望
ん
で
い
る
。
フ
ル
シチ

ョフ
の平
和
共
存
路
練
は
、
ζ
の
平
和

ムー
ド
に
マッ
チ
し
た
も
の
で
あ
る
.

それ
だ
け
中
ソ
論
争
に
は
異
常
な
関
心

がは
ら
わ
れ
、
中
国
お
よ
ぴ
植
民
地
革

命が
ま
った
く
無
気
味
な
律
在
と
し
て

おそ
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
.

叢
墾

社
会
覚
・共
産
見
と
い
う
労
働
者
階

●
冒「
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級
の既
惇
指
導
部
を
堕
薦
し
切
った
も

の
と概
判
し
て
、
新
し
い
指
導
部
の
も

とに
革
動爆
動
の
再
生
を
は
か
ろ
う
と

す
る人
遠
を
新
左
翼
と
総
称
す
る
な
ら

は
、
こ
の新
左
翼
に
と
って
ス
タ
ー
リ

ニ
ズム
批
判
は
最
も
童
疑
な
課
題
で
あ

り
、
モ
ス
ク
ワ
と
北
京
の
冨
僚
は
と
も

に
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
最
も激
し

く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の

であ
り
、中
ソ
蹟
争
そ
の
も
の
が
ス
タ

ー
リ
ニズ
ム
の
民
族
主
義
に
も
と
つ
く

も
のと
し
て
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
.
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
大
削
提
の
も
と
に
相
対
的
に
モ
ス

ク
ワ
と
北
京
の
ど
ち
ら
を
批
判
的
に支

一持
す
る
か
と
い
う
こ
とで
、
ヨ
ー
ロ
ソ

バ
新
左
翼
も
ま
た
二
つ
に
分
れ
る.
ラ

ッセ
ル
や
ヌ
ク
ル
マ
ー
と
とも
に
平
和

運
動
の
組
織
「ア
ク
ラ
」
の
指導
省
で

あ
る
ブ
ソ
フ
ど
ン
ダ
ー
を
中
心に
し
た

ス
イ
ス
の
ト
ロ
ソ
キ
スト
、
イ
ギ
リ
ス

の
「乎
和
の
た
め
の
ス
パイ
」
団
馬
ベ

ン
ベ
ラ
の
政
治
顧
閥
パプ
ロ
を中
心
と

す
る
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
・グ
ル
ー
プ
な
ど

幾
つ
か
の
新
左
翼グ
ルー
プ
が
モ
ス
ク

ワ
を
批
判
的に
支
持す
る
のに
た
い
し

て
、
第
四
イ
ン
ター
アシ
ョナ
ル
に
結

集
す
る
ト
ロ
ッキ
ス
ト
の多
数
派
、
フ

ラ
ン
ス
㊧有
名
甑
ジ
ャン
ソ
ン
機
関
な

ど
植
民
鯉革
命に
身
を
投
じ
た
新
左
翼

【の
多
数
は
北京
を批
判
的
に
支
持
し
て

い
る
。
ど
こ
のど
のグ
ル
↓
ノが
モ
ス

ク
ク
を
支持
し
、
ど
のグ
ル
ー
プ
が
北

京
を
支持
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
よ

りも
、
も
っと
翼
大
で
興
味
深
い
問
題

は
、中
ソ
諭
争
を
契
機
に
し
て
こ
れ
ま

で
と問
題
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
大
き

な親
模
で
新
左
翼
への
流
入
、
接
近
が

行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
既
存
の
グ
ル
ー

プ
の分
解
が
生
じ
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
新
左

翼
全
体
が
新
し
く
再
編
さ
れ
て
新
し
い

階
段
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

後
進
国
と
結
ぶ
新
左
翼

植
民
地
革
命
と
を;

丑

新

左

翼

の
分

裂

新
左
翼
の
活
発
な
動
き
が
見
ら
れ
る

よう
に
な
った
の
は
ハン
ガ
リ
ー
革
命

以
後
であ
る
が
、
そ
の
人
遣
が
実
際
行

動
の中
に
新
左
翼
と
し
て
の
自
ら
の
存

在を
礪
か
め
よ
う
と
す
る
方
向
に
大
き

く
勤
き
出
し
た
の
は
キ
ュー
バ
革
命
を

契
検
に
し
て
で
あ
った
。
共
産
覚
の
支

持
し
た
バ
チ
ス
タ
で
は
な
く
、
カ
ス
ト

O
曹曜

璽

曹曹O層鴨一一一■一冒一曹薗99■PP

畳

O

曹

、ノロ
の
指導
す
る革
命
軍
が
そ
の
バ
チ
ス

タ
打倒
と通
じ
て
キ
ュー
バ
を
帝
国
王

義
の支
配
から
解
放
し
、
労
働
者
国
家

を
樹
立
し
た
こと
は
、
新
左
狐
の
人
達

に
大き
な勇
気
と
確
悟
を
あ
た
兀た
。

そ
して
、ド
ゴ
ー
ル
に
た
い
し
て
社
会

党
が協
力
し
、
共
産
党
が
中
立
的
な
立

場
か
ら
F
LN
を
非
蜷
し
て
い
る
状
況

下
で(
積
極
的
に
F
L
N
な
い
し
M
N

A
を支
持
し
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
革
命

の
ため
に
戦
った
.
資
本
家
政
府
の
弾

圧に
抗
し
、
O
AS
テ
ロ
の
危
険
に
さ

で第3種郵優物螺

産
党
を
裂
く
中
ソ
論
争

3
0

璽
一

ら
さ
れな
が
ら
、
社
会
党
・共
産
覚
の

堕
落
な
いし
裏
切
り
を
批
判
し
な
が
ら

闘
わ
れ
るア
ル
ジ
ヱ
リ
ア
革
命
支
援
闘

争
は
、新
左
翼
の
着
い
革
命
的
情
熱
と

行
勤
力を
ぶ
つけ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

闘
争
の
場で
あ
った
。
か
く
し
て
、
F

L
N
の
ヘゲ
モ
ニー
の
も
と
に
、
ア
ル

ジ
エ
リア
は
政
治
的
独
立
を
か
ち
と
る

こ
と
が
でき
た
.
し
か
し
、
ベ
ン
ペ
ラ

政
府
樹立
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
、
F

L
N
と
M
N
Aと
の
対
立
な
ど
を
は
ら

み
な
がら
も
、
植
民
地
革
命
の
た
め
に

(2)

も
な
る
。
こ
の
こ
と
は
必
然的
に
、

産
架
界
と
の
〃縄
ば
り
∬
を
形成
す

る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
講
座
の

指
導
教
冨
で
あ
る教
授
のに
ら
み
が

物
を
い
う
こ
とに
も
な
る
。

つ
ぎ
に
学
生遮
動
彫
熟
心
な
G
君

に
登
場
獺
おう
。
「教
擬
時
代
は
一

向に
気に
し
な
か
った
が
、
学
部
に

た
ら
教
授
の
に
ら
み
が
凋
当
な
ご

,

て
一流
会
社
就
職
と
い
う
パ
スポ
ー

ト
の
発
わ
を
待
つ
よ
う
に
なる
.
し

か
も
、
こ
の
現
象
は
研
究
面で
も
現

わ
れ
る
.
有
力
な
教
授
のも
と
に
つ

く
と
な
に
か
と
何
利と
な
り
、
反
対

に
一度
で
も
御
機
嫌
をそ
こ
ね
る
と

少
く
と
も
凪
天
では
陽
の目
を
見

禰:

曹
,

と
い
う
の
も
、
人
寧
権
を完
全に

掌
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。講
座

制
に
よ
って
、
一講
座
の教
授
以
下

助
手
ま
で
の
定
員
が
決
定さ
れ
て
い

る
の
で
空
位
に
な
る
ポ
スト
を
誰
に

あ
て
る
か
は
、
指
導
教
冒
の慧
見

が
最
も
獄
視
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、

■

,P

学
な
り
が
、
そ
の
分
野
だ
け
で
研
究

を
進
め
る
の
で
は
限
界
が
あ
り
、
ま

た
非
能
罐
的
で
あ
る
の
で
両
分
野
が

交
流
し
そ
の
境
界
点
に
あ
る面
を
一

緒
に
研
究
し
て
い
く
な
ら
、新
し
い

視
点
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
、と

い
う
こ
と
で
あ
る
.
ま
た
、機
械
化

が
進
み
人
問
が
機
械
の
一部に
なり

つ
つあ
る
時
代
に
な
っ
た
今、
従
釆

の哲
学
で
は
解
決
不
能
な問
題が
生

ず
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
冒
ヲ"
°

葺
oげ置
o哲
学
を
碓
マす
る必
要

が
あ
る
と
主
張
す
る
人
も
い
る。
ζ

れ
な
ど
は
、
学
科
の
み
な
らず
学
部

間
の
壁
を
打
破
ら
ね
ば
な
らな
い
こ

と
だ
う
つ。

も
っと
も
最
近
で
は
、数
慮
光
年

も
あ
る
騒
か
ら
の
賜波
を
と
ら
え
そ

れ
が
太
陽
系
以
外
の宇
宙
の戸
で
は

な
い
か
と
分
析
し
て
いる
研
究
や
電

子
頭
脳
を
利
用
し
ての
人
工
蔦

の

研
究
、
さ
ら
に
は
電気
計
算
機
に
よ

る
占
代
民
族
の死
語
の
解
読
を
目
指

す
な
ど
以前
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ

た
分
野
で
の研
究
も
進
め
ら
れ
て
い

る
.
こ
れ
が講
座
制
の
悪
幣
を
打
破

す
る
有石
と
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
つ
し
、
'て
の
動
き
が
汀
目
さ
れ

る
。

(恢
)

協ヵ
して
き
た
新
左
翼
の
聞
に
新
し
い

分裂
が生
じ
る
こ
と
と
な
った
.
先
進

資
本
主義
請
国
の労
働
者
躍
級
が
な
お

停
滞し
て
い
る
状
況
下
に
独
立
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
の経
済
建
設
を
推
し
進
め
る
た

め
には
、
ベン
ベ
ラ
政
府
の
ソ
連
官
僚

と
の接
近
は
あ
る
意
妹
で
は
必
然
的
な

も
ので
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
、

あ
,た
.
中
ン
論
争
壱
契
機
に
する
新

左
翼
の
分
裂
は
、
こ
れ
嵐
で植
民
地革

命
支
援
闘
争
に
す
べ
て
の槽
熱
と
行
助

力
を
傾
注
し
て
巻
た
新
左
翼そ
れ
自
身

の
中
に
は
ら
ま
れ
て
い
た
ので
あ
る
.

工
学
部
に
は

"天
皇
超が
三人

い
る
とか
。
い
わ

ゆ
る
躍ボ
ス
教

授
"
の
こと
で
あ

る
.A君
のボ
ヤ
キ

(下

)

編

恥
影

糠

き
た
か
っ
た
ん
で教
授
に
そ
う
い
っ

た
ら
"そ
ん
な成
績
で
い
け
る
と
忠

りて
る
の
か
躍と
一喝
さ
れ
ち
ま
っ

た
.
け
ど
、ボ
ク
は
そ
ん
な
に
成
績

が
わ
る
い
ほう
で
は
な
い
と
思
う
ん

だ
が
な
ア
」
ー
A
君
の
成
頼
が
悪

い
か
ど
う
か
は別
と
し
て
、
ζ
の
よ

う
な
ボ
ヤ
キ
はよ
く
耳
に
す
る
.
つ

ま
り
、
学
生
の就
職
決
冠
に
対
す
る

教
授
の
発
石糊
は
昂
大
な
の
で
あ
る

A
肩
のボ
ヤ
キ
影
面
い
た
文
科
系

の
学
生
B滑
は
「教
授
が
就
職
の
心

配
ま
でし
て
く
れ
る
な
ん
て
羨
し
い

な
ア
。オ
レ
ン
と
こ
ろ
は
、
しら
ん

ふ
り
だか
ら
な
」
と
し
き
り
に覆
ん

で
い
たが
、
こ
れ
が
工
掌
部
の
誇る

共

産

党

分

裂

と

・・…
=
・・☆
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新

左

翼

の

再

編

b
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"家
族
的
ふ
ん
いき
ρ
な
の
で
あ
る

こ
こ
で
は
教
授
の存
在
が
全
て
の

場
△冨
馬お
い
て大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る。
鯉天
皇
4
が
翼
の
上

に
鎮
座
す
るゆ
え
ん
で
あ
る
。
ち
ょ

先
も
教授
の
と
ころ
に
行
か
な
い
と

判
ら
な
い.
し
た
が
って
、
十
数
来

の
学
科
一つ
一
っを
回
り
、
教
授
を

訪
問
し
なけ
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
にな
る
駅
.

鎮
座
す
る
"天
皇
"教
授

学
科
間
の
交
流
ほ
と
ん
ど
な
し

,
と裏
話
的
に
な
る
が
、
本
紙
で就

臓状
況
を取
材
す
る
勝
噌番
苦労
す

る
の
が工
学
部
で
あ
る
.
と
いう
の

は他
の
学
部
ほ
と
ん
ど
は
、
学郁
単

務
室
の
就
職
狽
当
の
半元
に
全
て
の

闘
係
資
料
が
樂
ま
る
の
で
簡単
に
取

材
で
き
る
が
、
丁
学
部
では
、
華
務

室
は
完
全
に
ツ
ン
ボ桟
敷
に
お
か
れ

て
い
る
。
求
人
は
令
て
字科
毎
の
特

定
の
教
授
を
通
し
て
来る
し
、
決
足

み
る
人
は
豪
踏

潔

こ
詣

座
制
の
も
た
ら
す
悪
幣
の
典
型
的
な

ケ
ー
ス
」
と
い
う
。
前
圓
の
「産
¥

共
閥
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
静
血、

では
い
わ
ゆ
る
リヒ
モ
ツ
十
ダ研
究

は
少
な
く
な
った
.
し
か
し教
捜
飼

人
と
麓
莱
界
と
の
関
係
は
ます
ま
す

綿
密
に
な
って
き
て
お
り
「こ
のご

ろ
教
授
サ
ン
は
お
ツ
キ
アイ
で大
鍛

忙
し
そ
う
で
す
よ
」
と
い
うこ
と
に

と
に
驚
い
た
.
学
生
超
飼
に
興
駄
を

持
って
い
る
だ
け
で
、
な
に
か
と
十

渉
さ
れ
る
ん
だ
か
ら
」
↓
のる
学
科

では
、
目
沿委
員
の
選
挙
に
ま
で
十

渉
し
、
当
選
し
た
学
生
を
呼
び
付
け

「就
職
の
世
譜
は
保
舐
で
き
な
い」

と
の
最
後
通
遍
ま
で
し
た
と
い
う。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
必
然的

に
りさ
わ
ら
ぬ
伸
に
た
た
り
な
し
召

の
よ
う
な
教
授
の
も
い
な
りに
な
っ

るこ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
.
こ
こ

に
「ヱ丁飼
い
」
の
麓
生
と
な
り
、
ボ

ス
教
授
の
隣
元
に
ピ
ラ
ミ
ソ
ド
型
の

ヒ
ェラ
ル
キ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
き

こ
の
糸
列
に
朋
わ
る
か
由
か
が
、

着
手
研
究
員
の
一鋸
の
団
題
とな
る

と
い
って
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
いだ

ろ
う
。

察験にいそしむ工学邨学生

教
授
の

禦
綴
を
う
か
が
いな

が
ら
と
いう
の

も
仕
力

め
な
い

こ
と
か

も
し
れ

な
い
。
溝
座

制
の
も

た
ら
す

欠
陥
は
な
に
も
対
人
関
係
だ
け
で
は

な
い.
「工
身
部
は
掌
科
が
翼
な
る

と他
家
も
固
様
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
他
学
料
と
の
父洗
が
少
な
く
、

閉
鎖
的
に
な
り
や
す
い
。
肴
手
研
究

省
か
ら
は
「現
在
ほ
ど
境
界
父
流
が

必
斐
な
時
は
な
い
」
と
い
う
戸
が
聞

か
れ
る
.
つ
ま
り
、
電
気
な
り
、
化

ベ
ン
ベラ
政
府
に
た
い
す
る
評
価
と
も

関
連
して
、
ソ
連
冨
僚
へ
の
接
近
を
認

め
るグ
ル
ー
プ
と
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
革

命
の徹
底
を
主
張
し
て
そ
れ
を
非
難
す

る
グ
ルー
プ
と
への
分
裂
は
不
可
避
で

申
ソ
論
争
は
、
先
遂
資本
主
羨
国
に

お
け
る
よ
り
も
植
民
地、
後
進
国
に
お

い
て
共
麗
覚
を
大
き
な
分裂
と
動
揺
に

導
い
た
.

平
和共
存
略線
は
、
植
民
地
革
命
の

前
進
を
お
さ
えて
、
そ
の共
産
党
に
直

棲
的
な
打
撃
を
与え
る
。
イ
ラ
ク
革
命

の
置
後に
、
すで
に
こ
の問
題
を
め
ぐ

っ
て
、
イ
ラク
共廠
党
は
分
裂
し
、
ケ

ラ
ラ
共
窟
覧州
政
府
か
い
滅
の
前
後

に
、
西
ベ
ンガ
ル
を中
心
に
し
て
、
イ

ン
ド
共
麗
寛内
に
平
和
共
存
路
線
に
た

い
す
る批
判
が
た
か
ま
うて
い
る
.
中

ン
験
争
は
、植
民
鯉
、
後
造
国
の
共

産党
に
湛
在
し
て
い
た
論
争
を
衰
面
化

し
、激
し
い対
立
と
分
裂
に
導
い
た
.

昨年
の璽

轟↑
ル
政
肘
が
イ
ン
ド

共
産
寛
の大
弾
圧
を
行
な
った
直
後
、

人
民
日
報
は
イ
ン
ド
共
産
冤
の
平
和
路

線
を
批
判
し
、
西
ベ
ン
ガル
を
中
心
に

し
た
反
対
派
は
こ
の
批
判
を
父
持
し
て

分
裂
し
た
.
イ
ン
ド
革
命
の
た
め
にネ

ー
ル
に
た
い
す
る
闘
争
を
強
め
な
けれ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
左
派
は
、中
印
国

填
問
髄
に
よ
って
国
囚
に
蓄
橿さ
れ
た

矛
暦
か
ら
目
を
そ
ら
さ
せ
よ
うと
す
る

ネ
ール
政
府
に
よ
っ
て
投
獄
され
る
一

方
、
平
和
共
存
を
枢
歌
す
る
石派
は
完

全
に
ネ
ー
ル
派
に
な
っ
て
い
る.
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
帰途
私
が
セイ
ロ
ン
に

立
寄
った
時
に
は
、
セイ
ロン
共
産
党

に
も
同
様
の
対
立
が
み
られ
、
セ
イ
ロ

ン
共
産
党
指
導
者
遷
は同
様
の対
立
が

イ
ン
ド
ネシ
ア共
産
覚
に
も
碧

し
て

い
る
と
語
っ
て
い
た
。

こ
の
よう
な檀
民
地
、
後
進
国
の
久

産
党
内
の
対立
、
齢
争
は
、
敏
感
に
ロ

ン
ド
ン
、パ
リ
ー
に
留
学
し
て
い
る
学

生
に反
映
す
る
.
そ
し
て
、
留
学
生
遣

の
大
部分
は
、
旭
民
地
革
命
の
推
進を

主
張す
る
中
国
路
線
を
支
持
し
、
檀民

地
革
命
の推
踏
・支
援
を
紐
帯に
して

新
左
翼
と
の
接
触
を
強
め
て
い
る.
ζ

の接
触
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ツバ
の新

左
翼
と
植
民
地
・後
進
国
か
ら
の留
学

生
共
産
覚
組
鐵
と
は
、
互に
これ
ま
で

持
って
い
な
か
った
も
の
に
直面
し
て

いる
.
檀
民
地
・後
進
国
の共
産
覚
学

生
は
檀
民
地
革
命
の
た
め
には
単
に
平

和
共
存
略
繰
だ
け
で
な
く
、
そ
のよ
う

な略
綴
の
で
て
く
る
イ
デ
オ
ロギ
ー
そ

れ
自
体
が
批
判
さ
れ
な
け
れ
ぱな
ら
な

いと
い
う
新
し
い
イ
デオ
ロギ
ー
に
接

し、
ヨー
ロ
ソ
バ
新
左
翼
は
後資
国
に

充満
し
て
い
る
楚
大
な
エ
スル
ギ
ー
を

吸収
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
いる
.

ヨー
ロ
ソバ
の
新
左
翼
は
、
中
ソ論
争

を
契機
に
す
る
分
解
・再
編
の
過裡
を

避
じ
て、
ま
った
く
新
し
い
段
階
にさ

し
かか
って
い
る
の
で
あ
る
。
(関
西

大
単縫
済
学
部
助
敦
援
・後
進
国
開
艶

駒
聯
攻)
【写
真
は
昭
和
罠
十
六
年
の

纂
二十
二回
ソ
運
興
匿
覚
大
会
】
つ
づ
く

■

蛎
闘
純
也
。闇
の
中
の
後
邊戦
-
学
生
遙
動
の
現
時
想

小
特
集

映
像の
中の
政
治

田
中
章
雅
・爽
震
の
美
学

小
野
利
家
・ぐ
ん
に
ゃり
とし
た腰
で

野
ロ
健
朗
・醤
雨
(創作
)

角
地

光
・わ
な
(創
作
)

冒
田
祥
一
・霧
笛
は五
時
を
告
げ
る
(詩
)

鉛
木

孝
・ロ
ート
レア
モ
ン
ー
そ
の
自
滅
と
復
沽

宇
佐
襲
斉
・
ロ
マ
ンテ
ィク
の
変
貌

発売中一

京大
(中
央
・告
田
)
・同
大
・立
大
各㌃
踊

宙
籍
部
・ナ
カ
ニ
ソ
ヤ
・三
月
畜膨
・
ミレ
ー

瀞房駅都
巾
め
駅〆
占
田
炎
町
駅
大
構
囚

「状

況
」
岡
人
会

'

o

… 明 日 の 文 化 を 創 造 す る も の
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▲世界最大の250Tア ーク炉を完成t仙 その

技術は抜群であります。
▲技術と研究開発を徹底的に重視しておりま

す。'
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起 る、か きこむ、 は し

る、す べ り込 む、学 ぶ

遊 ぶ 、帰 る、読 む、寝 る、起 る…

忙 しい。 こん な時、 ▲伊り9.湾上に世界最耕鋭の特殊釧聡合工場

チ ックで手軽にすまそう。
ら
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世
界
を
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な
ぐ
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合
商
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忠

商

事
譲

取
緬
役
社
長

本

社

累
京
支
祉

名
直
量
毬

支

店

越

後
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一
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十伝 日衷町

頑難手
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輸
出
入
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に
国
内
販
売

⑭
江

商
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取
締
役
社
長

零

社

東
京
支
社

各
地
支
周響

式
会

社

桑

原

喜

代

蔵

大
阪
市
閑
区横
堀
一
丁
目
十

嘲
番
地

電
話
大
阪
毬
八
八
五
輔
〔大
代
我
)

藁
京
都
中
央
区日
本
橘
大
伝
罵
町
三
丁
目
一

名
占
屋
・福
井
・糠
戸
・
福
岡
・
札
幌

輸
出
入
並
び
に
国
内
販
売

③

＼

,

東
洋
棉
花
株
式
会
社

取
締
役
社
長

支名東本

店嚢嚢社

香

川

英

史

大
阪
叩県
区
局
騰
惜
三
丁
目
輔
番
増

露
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一丁目
二
番
地

名古
屋
南
中
区
仏
馬
町
六
丁
目十
八
番
地

神

戸
・札

幌
・
横

浜
・
其

他

輸
出
入
並
び
に
国
内
販
売

8

「

日
綿
実
業
株
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会
社

取
締
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社
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本

社
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福
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慶
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大
阪
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レ
中
〆
島
ニ
コ
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五
番
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電
話

大

欧

"

二

二
七

輔

由
鼠祁
申
中
"
日
小備
歴
町四
コ
頃
山
甫
地

名
山
岸
巾
中
〆
急
町
一
【」
国
八
番
地

横
玖
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樽
・札
幌
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沢
・福
刀
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戸
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山
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卜

輸
出
入
び
並
び
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内
販
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◇
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丸
紅
飯
田
株
式
会
社
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締
僕
親
瓦

本

社

東
京
支
社

名
古
虚
支辻

支

店

市

川
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く
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忍

一
ゴ

目

一
岱

地

由
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尽
伽
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代
団
レ
人
ヰ
・助
一
丁
目
四

帯

地

名
山
毎
巾
中
区
良
臥
町
二
丁
目
二
〇

番

増

H

ハ
輔
(
衆
凪
)

・
札
税

・横
浜

・
肱
紘

・

福
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・
い
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・
伸
戸

・
閥
山
・
広
描

'
八
幡

・
福
岡
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自
己
内

の
十

一

あ
ら
ゆ
る
行
動
を

月
祭
を

寛
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

娩
≡
三
・
≡
三
毒
一=§
§
=
≡
馨
当
≡
善

≡
妻
三
一;
曹冒
藍
藝
嚢
≡
≡
≡

=一一一≡
≡
=
一三
}三
一,≡
一騨≡
冨≡

一堺≡
≡
一一羅
≡
=
三
一鱒≡
≡

≡
一≡
=}…
=
三
≡
≡
=;
一甲}≡
§
≡

噌≡

,…
三
三
=
階

ロ

れ

韓
肋羅
羅
篠
議
難
無
肛鯨
防踏
諜
襲
爺
解
箋
鷺
霧
塊踵
鷹
　

リ

サ

㎜

仔
の
テ
ー
マ
が
も

つ
一
種
異
様
な
臭
気
に
酔
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
、
+

一
月
祭

そ
の
も
の
が

9
昼
霧

拳
8
化
し
、
な
ん
ら
新
鮮
な
パ
ン
チ
券

㎜

㎜

学
生
自
体
も
期
待
し
な
く
な

っ
た
た
め
か
、
感
い
に
似
た
つ
ぶ
や
き
と
と
も
に
、
十

一
月
祭
そ
の
も
の
を
ぶ

っ
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
声
も
あ
る
こ
と
は

㎜

ロ

リ

㎜

確
か
だ
.

㎜

ぼ

の

㎜

対
象
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
い
う
点
で
は
、

厚
憎
悪

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
'
を
自
a
内
部
に
蓄
積
さ
せ
る
作
業
ガ
、
一、
必
優
に
な
っ
た
か

の
よ
う
な
ム
ー

㎜

㎜

ド
が
ま
ん
え
ん
し
て
い
る
今
日
、
わ
れ
わ
れ
は
十

一
月
祭
に
ど
の
よ
う
に
ア
ブ
ロ
ー
チ
し
て
ゆ
け
ぱ
よ
い
の
か
、
そ
の

団
と
も
い
え
る

一
視
点
を

㎜

り

れ

㎜

殴
定
し
て
み
た
。

(編
集
郁
)

㎜

警
一一三
=旧≡
=
一三
一幽■≡
一≡
=
=一【一=
三
一一鵬≡
圏三
≡
一…
≡

冒二
≡
≡
三
一

3≡
一一≡
§
■置
輔≡
冨
一一≡
一一一§
≡
一一吻≡
≡
冒≡
≡
一噸輔§
=一≡
;≡
一罰

で五
回
目
に
な
る
京
大
十
一

年今
期雛
妙鰻
鮨
蠣

に
、
そ
の年
の社
会
的
、
文
化
的
状
況

を
総
体
的
に把
握
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
餌

統
一テ
ー
マ
のも
と
に
、
各
文
化
団
体

に
よ
る
、
講
演会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

映
画
な
ど
多彩
なプ
ログ
ラ
ム
を
提
供

し
、
状
況
へ
のア
ゾ
ロ
ー
チ
を
賦
み
て

き
た
.
山ハ千年
が
「独
占
資
本
主
義
に

お
け
る
サ
デ
ィ
ズ
ムと
マゾ
ヒ
ズ
ム
」

で
、
安
保
斗
量
干に
お
け
る
行
動
の
姿

勢
の
ご
と
き
も
のを
斑
ホし
、
"思
想

の
李
節
4
と
嘗わ
れ
た
翌
年
は
あ
の
有

名
な
「仮
眠
の季
節
に
送
る
ぼ
く
達
の

あ
い
さ
つ
」
が
登場
、
安
保
敗
北
後
、

プン
ド
崩
壌
と
と
もに
四
分
五
裂
し
た

左
翼
陣
営
内
の思
想
のも
ろ
さ
を
、
自

己
内
部
に
ま
で
映照
さ
せ
る
こ
と
に
よ

う
て
、
絶望
ム
ード
に
自
己
揮
動
の
姿

勢
を
対
置
さ
せ
に。
そ
し
て
昨
年
が
「

故
郷
喪
失
の
時
代
とぼ
く
ら
」
。
泰
平

ム
L
ド
と
大
衆
社会
状
況
の
渦
動
す
る

の
な
か
で
、
拠
る
べき
懇
盤
が
も
て
ず

ま
す
ま
す
デ
ィ
ス
コミ
⊥
ニカ
ブ
ル
な

深
淵
に
お
ち
こ
み
つ
つあ
る
学
生
イ
ン

テ
リ
ゲ
ン
テ
ィア
へ
の葬
送
曲
と
し

て
、
原
点
の
模
索
、
既成
の
あ
ら
ゆ
る

神
話
の
破
壇
泓
志
向
され
た
。

}肉
ノ

し
て
過
去
三園
の
十
「月
票

の
軌
跡
を
たど
っ
て
み
る

こ

と
・
婁

の
ブ↓

「響

融
と
き
は
習
葉
を
考
え
る
な」
は
、
確
か

に
異
端
だ
.
明
確
な
状
況
への
ア
ブ
ロ

ー
チ
と
い
う
よ
り
は
む
しろ
、
ダ
ダ
へ

の
志
同
に
近
く
、
さ
り
と
てダ
ダ
ほ
ど

ロ

カ
ッ
コ
好
く
も
、
勇
ま
しく
も
な
い
。

「も
は
や
、われ
わ
れ
は
、極
限
の
疎
外

オ
ゾ
ナ
ィ
。
ス
ナ
ィ
ック
な
藷

型

管況
に
た
っし
て
し
ま
った
。
き
み
と

ぼく
と
の聞
の
言
葉
は
失
な
わ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
伝
達
は
、
不
可
視
の
波
の
底
に

しず
んで
し
ま
った
.
だ
が
、
わ
れ
わ

れ
は別
れ
を
異
求
さ
れ
て
い
る
。
拒
絶

か
、加
担
か
が
.
ー
わ
れ
わ
れ
が
狂
者

た
る
ため
に
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
、
ま

た
わ
れ
われ
の友
が
"裸
踊
り
β
を
行

な
う
た
め
の、
デ
ィス
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

ト
の
ス
ロー
ガ
ン
、
そ
れ
が
(
噛
む
と

き
は
書
葉を
考
え
る
な
V
で
あ
る
.
」

(準
備
委員
会
ア
ピ
ル

ー1
十
月
十
五

日
発行
十
一月
祭
ニ
ュー
ス
)
と
な
り

ふ
り
か
ま
わぬ
厚叫
び
召
に
満
ち
た
ひ

ら
き
な
お
り
が感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は

四
回
目
に
して
早
く
も
十
一月
祭
そ
の

も
の
を
ブ
ソツ
ブ
そ
う
と
い
う
視
点
と

も
う
け
取
れ
るが
、
あ
ら
ゆ
る
死
が
大
一

死
で
あ
り、
ど
んな
行
動
も
カ
ソ
コ
悪

一く
な
っ
て
しま
った
躍全
的
不
在
∬
の

文
化
状況
が
、
触
角
を
ふ
り
ま
わ
す
た

び
に
か
らま
り
つく
不
快
な
意
識
を
端

的
に表
現
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ

う
。
ただ
、
デ
ィス
コ
ミ
ュニ
ケイ

シ
ョ
ンを
強
調
す
る
の
も
い
い
、
ふ
て

}く
さ
れる
のも
い
い
・
そ
し
て
・
邑

の
細胞
を
一
つ
一つ
ひ
き
離
す
よ
う
な

.作
簗
を試
み
る
の
も
い
い
。
し
か
し
、

そ
れ
では
、
パ
チ
ン
コ
を
す
る
の
は
ど

う
な
の
か、
あ
る
い
は
"寝
る
召
こ
と

は
ど
う
な
の
か、
端
慶
し
て
敏
勤
だ
に

榊

し
な
い
こと
は
ど
う
な
の
か
、
こ
こ
ら

今
年
は
二十
日
の
前
祖
県
で
幕
を
開

け、
二十
五
日
ま
で
行
な
わ
れ
る
が
、

各ク
ラ
ス
、
サ
ー
ク
ル
の
企
圃
は
六
十

五に
及ん
で
い
る
。
(
一面
ニ
ュー
ス

参
照
)
こ
れ
は
昨
年
に
比
べ
て
少
し
減

少し
て
い
る
が
、
準
備
委
員
会
の
話
で

は、
シ
ョウ
モ
ウ
な
企
固
は
排
除
し
た

と
の
こと
で
あ
る
。
碓
か
に
昨
年
の
よ

うに
企
圃
ば
か
り
先
走
り
し
て
(十
一

月
祭に
聞
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
)
と
っ

て
つ
け
たよ
う
な
講
師
と
演
題
が
、
飲

屋
の看
板
のご
と
く
け
ば
け
ぱ
し
く
並

ん
で
い
た
ので
は
、
サ
ー
ク
ル
の
セ
ン

ス
ま
で疑
わ
れ
て
し
ま
う
。

講
師
はす
でに
本
紙
十
月
七
日
号
で

蘭

胤
腔

映

画
芸
術

〇
+
一月
号
●

梱
オー
ソ
ン
・ウ
ェル
ズ
が
カ
フ
カ
の

「審
判
」
を
映画
化
し
た
と
いう
ので

ハ
今
月
は
早
速
コ理
ノカ
は
現
代
に
生
き

る
か
」
な
ん
て
、
相
変ら
ず
の可
、

不
可
験
を
試
み
て
い
る.
「審
判
」

「城
」
「ア
メ
リ
カ
」
の
三
長
編
と

「変
身
」
な
ど
短
編
が
十
い
く
つ、
そ

の他
三
百
通
足
ら
ず
の
轡
簡
し
か残
さ

ず
、
四
十
一才
で
死
ん
だ
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
こ
の
男
が
、あ
ま
り
に
不
可
解
な
幻

想
と
方
法
の
た
め
に
溜読
者
の
数
だ
け

解
釈
が
あ
る
召
と
い
わ
れ、
処
麗
に
困

うて
、
え
え
い
め
ん
どく
さ
い、
と
い

う
わ
け
で
館二
士
世
紀文
学
の祖
β
に

ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
て
久
し
い
が、
カ
ミ

ュが
主
張
す
る
ず
っと
以
削
に、
"不

条
理
∬
を
身
を
も
って
知
覚
し
た予
書

者
さ
、
と
い
う
の
が
石
堂
淑
郎
の意
見

ら
し
い
.
ウ
エ
ル
ズ
が
ア
ン下
ニオ
ー

二
や
フ
ェリ
⊥
あ
よ
う
に
躍愛
の不

在
貿
な
ん
て
チ
ャ
チ
な
も
の
に
色
目
を

使
わ
ず
、
「審
判
」
を
選
ん
だ
の
は笑

に
リ
ッパ
、
と
い
う
わ
け
だ
.
そ
の
ほ

か
、
大
江
健
三
郎
、
西
義
之
、
肖
井
健

三郎
が
"現
在
に
生
き
る
召
視
点
(?

)
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
省
い
て
い
る
が
、
ど

れ
も
文
暉
本
の
ケ
ツ
に
く
っ
つ
い
て
い

る
奴
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
.

も
う
一つ
の
特
集
が
面
白
躍そ
う
だ
8

「ニ
ッポ
ン
と
世
界
の
こ
の
汐二
人
`

」
と
逡
し
て
、
日
本
と
外
国
の
麗
督
の

ペア
を
八
組
で
っち
あ
げ
て
、
無
記
名

で論
じ
て
い
る
.
日
頃
言
え
そ
う
で
善

え
な
い
作
家
へ
の
直
言
を
や
っ
て
みた

ら
し
い
が
、
や
は
り
普
って
い
る
よ
う

で
言
って
な
い
の
が
こ
の
持
集
の
特
徴

だ
ネ
.
そ
の
な
か
で
は
や
は
り
、
蔵
原

惟
繕
と
ジ
ェー
ル
ス
・ダ
ッ
シ
ン
の
組

合
わせ
がお
も
し
ろ
い
.
「オ
ン
ナ

を
描
い
たこ
と
の
な
い
点
で
、
蔵
原
と

ダ
ッシ
ン
は
共
通
し
て
い
る
」
な
ん
て

ク
ダ
リ
に
い
た
る
と
、
か
って
今
村
昌

平
が
ど
ん
な
女
優
を
使
い
た
い
か
、
と

聞
か
れ
た
時
鯉や
り
た
く
な
る
よ
う
な

オ
ン
ナ
∬
と
い
った
話
を
慰
い
出
し
て

ニャ
リ
と
し
て
し
ま
う
.
な
お
こ
の
持

集に
は
、
こ
の覆
面
の
執
鑑
者
を
当
て

た
者に
は
占年
聞
本
誌
贈
呈
と
い
う
ク

イズ
のオ
マケ
が
つ
い
て
い
る
。

そ
の
ほか
、
日
本
共
産
覚
の
映
圓
の

見
か
たを
勝
田
金
一が
分
析
し
、
ハ
リ

ウ
ッド
映
固
の問
題
性
と
そ
の
批
判
を

斎
藤
曜
鳳、
水
野
和
夫
な
ど
が
展
開
し

て
お
り、
一応
醜
み
物
は
い
っぱ
い
あ

る
が
、
百十
八
ペー
ジ
、
二
百
三
十
円

は
い
つ
も
の
こと
な
が
ら
ア
タ
マに
く

る
.
(N
)

列
挙
し
た
よ
う
に
、
高
見
頗
(作
家
)

宗
左
近
(法
大
助
教
授
、
評
論
家
)
神

山
圭
介
(評
論
家
)
林
光
(作
曲
家
)

今村
昌
平
(映
醐
監
督
)
斎
藤
竃
鳳

(映画
評
論
家
)
谷
川
順
(詩
人
)
井

上
光
晴
(作
家
)
森
秀
人
(評
論
家
)

の
九氏
で、
そ
の旭
に
池
田
創
仙
学
会

会
長も
予
冠さ
れ
てい
る
が
、
う
ち
高

見
氏
は出
席
が
あ
や
ぶ
ま
れ
て
い
る
.

吉本
隆
明
、
埴
谷
雄
高
、
渠
田
勇
な
ど

お
な
じ
み
のメ
ンバ
ー
の代
り
に
、
谷

川
雁
-
井上
光
晴
のラ
イ
ン
に
力
点
が

置
かれ
て
いる
のは
、
統
一テ
ー
マ
と

照応
さ
せ
てみ
る
と
う
な
ず
け
る
.

一
昨年
目
本
右翼
の理
論
的
支
柱
と
い

わ
れ
る
大
東塾
の影
山
正
治
(歌
入
)

を
招
待
し
て失
敗
し
た
こ
と
が
あ
った

が
、
今年
は
、
近年
急
激
に
膨
れ
あ
が

り
、
日本
の政
界
に
も
無
視
し
が
た
い

一勢
力
を
保
持し
、
池
田
首
相
も
懐
柔
の

一高
器

鵠

を
、
暮

た
だ
し
い
事

実
にか
ん
する
知
識
の堆
積
に
よ
うて

う
ず
め
る
こ
と
は、
花
田
済
輝
に
は
、

も
っ
と
も
縁
の
な
い仕
亭
で
あ
る
。
ま

た
、
公
認
の
競技
場
のな
か
で
、
あ
ざ

や
か
な
過
表
へ
の
跳罎
を
く
り
ひ
ろ
げ

ニ
ッ
ポ
ン
・ア
ヴ
ァン
ギ
ャル
ド
の

た
め
に
色目
を
使
った
こ
と
も
あ
る
創

価
学
会
の会
長
を招
待
す
る
と
い
う
が

や
は
り
い
た
だけ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も

臼
民
覚
左派
の周
辺に
厨
る
、
ニ
ュー

ラ
イ
ト
の
若
手
夢選
ん
だ
方
が
艮
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
.保
守
陣
営
の
質
的

転
換
の
理
論
給
出
先
と
いわ
れ
る
彼
ら

に
庄
目
す
る
必喪
が
あ
ろ
う
.

よ
う
に
し
てあ
と
一
ヵ月
後

の

に
迫
っ
た十
一月
祭
も

お

こ

お
か
た
客
組
は
で
霧

が

り
、
あ
と
は
施
行
細則
の
ごと
き
請
務

と
、
テ
ー
マ
の
ソシ
ャク
の作
業
が
残

さ
れ
る
だ
け
に
な
っ
た
が、
「十
一月

祭
は
シ
ョ
ボ
ク
な
っ
た」
と
いう
声
に

象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て
いる
よう
に
、

テ
ー
マ
と
学
生
の
慧
識
と
の断
絶
は
も

は
や
ど
う
す
る
こ
と
も
でき
な
いほ
ど

の
幅
と
深
み
を
も
っ
て
き
て
いる
。
そ

れ
は
、
テ
ー
マ
の
も
つ
抽象
性
と学
生

…

'
個
人
の
存
在自
体
が
必
然
的
に
身
に
つ

け
て
い
る
具象
性
と
の
断
絶
で
は
な
く

し
て
、
"ケイ
レ
ン
仔
す
る
部
分
と
し

な
い
部
分
、
覆叫
ぷ
∬
部
分
と
"叫
ぱ

な
い
部
分
躍
が双
曲
線
のよ
う
に
明
確

に
層
成
さ
れ
はじ
め
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
.
「層
意
識
喪
失
」
「き
み
と

ぼ
く
と
の
閥
に共
通
の書
葉
は
な
い
」

と
断
欝
ず
る
対
極に
「一諸
に
戦
い
ま

し
ょ
う
」
コ半
和
を
!」
と
に
こ
や
か

な
予
定
調
相
を
み
せ
る
集白
体
が俘
在

す
る
一方
、
「関
係
な
いネ
」
と
いう

つ
ぶ
や
き
も
あ
ち
こ
ち
で
き
かれ
る
.

も
は
や
十
一月
祭
を
全学
あ
げ
て
の

"嫡
大
な
∬
フ
ェ
ステ
ィバ
ル
に
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
の
で
は
な
かろ
う
か

究
極
、
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
自分
の
筆

体
そ
の
も
の
に
な
る
わ
け
だ
.
十
一月

祭
は
圭
体
的
な
あ
ら
ゆ
る
行
勤
を寛

容
し
な
け
れ
ま
な
ら
な
い
.
六
日聞
の

罵

一

ξ

一
9休
暇
4
に
山
へ行
き
た
いも
の
は
行

く
、
旅
行
し
た
い
も
のは
す
る
、
寝
た

い
も
の
は
六
R簡
ぶ
っ通
し
て
寝
る
こ

と
で
あ
る
。

「ア
ン
チ
十
一月
祭
」
を
絹
織
す
る
こ

と
も
艮
い
だ
ろ
う
.
それ
こ
そ十
一月

祭
に
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
とに
な
る

の
だ
か
ら
.
テ
ー
マ
に
し
ても
同
様.

単
幽璽
響員
会
の
方
が
「噛
む
と窃
は
書

葉
を
考
え
る
な
」
に
ど
の
よ
う
な解
説

を
猷
み
て
も
、
自
分
は
自
分
な
り
の
理

艶
的
知
覚
的
プ
プ
ロ
ー
チ
を
す
れ
ば
艮

い
.
自
己
内
部
の
十
一月
祭
の
鴇
築
さ

れ
農
醗
さ
れ
る
過
穏
こ
そ
が
、
こ
の
季

節
に
閥
わ
れ
試
練
に
か
け
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
.
厚噛
む
∬
こ
と

は
、
パ
チ
ン
コ
を
す
る
こ
と
で
も
、
寝

る
こ
と
で
も
、
あ
る
い
は
、
端
座
し
て

徴
動
だ
に
し
な
い
こ
と
で
も
あ
り
う
る

のだ

(K
)

あ
た
り
の視
絶
が
見
落
と
さ
れ
て
は
い

漏

だ
ろ
う
か;
奪

と
黍

4
、
〃断
絶
πと
"断
絶
π
の
透
徹
し

た
〃出
遇
い
4こ
そ
が
現
在
も
・っと
も

一必
要
な
の
では
な
い
か
と
い
う
懸
念
が

十
分
袈
現さ
れて
い
る
と
は
琶
い
が
た

い
.

り人
伺
Y
ー

固

騨

空
し
い
知
性
の
濫
費

　 　 　 れ
花田清輝薯
シラノの晩餐珊欄 φ一 輔

ひ
と
つ
の
歌
を
「命
あ
る
か
ぎ
り
精
魂
か
た

む
け
て
歌
い
つ
づ
け
」
て
い
る
と
い
う
の
か

歴
史
を
構
成
す
る
場
は

け
っし
て
、
無
内
容
な

同
質
の
時
間
で
は
な

い
。
「現
在
」
が
充
満

し
た
時
間
で
あ
る
。

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
と

って
、
古
代
ロ
ー
マ
は
「現
在
」
を
は

ら
む過
去
で
あ
った
.
か
れ
は
、
い
わ

ぱ歴
史
の持
続
を
断
ち
き
って
、
そ
こ

か
ら
こ
の
「過
去
」
を
と
り
だ
し
た
の

で
あ
る。
フラ
ン
ス
革
命
は
、
古
代
ロ

ー
マ
の回
帰
を
意
味
し
た
.
流
行
が
雌

去
の
服飾
を
く
り
か
え
す
よ
う
に
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
再現

}を農

し
た
・
流
行
に
は
、
たし
かに

過
去
の
ど
の
よ
う
な
錯
綜
の
な
か
から

で
も
、
ア
ク
チ
ュア
ル
な
も
の
を
嗅
ぎ

㎜だ
し
て
く
る
苛
妙
な
ち
か
ら
が
あ
る
。

流
行
は
、
過
去
へ
の
大
胆
な
跳
躍
な

一の
だ・
た
だ
ど

の
大
胆
な
跳
躍
が
・

「蕎颪癖

 

り
うる
.
マ
ルク
ス
は
、
革
命
をそ
の

よ
う
な
跳
畷
で
あ
る
と
憩解
し
た。

ワ
ルタ
ー
・ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
か
れ

の
有
名
な歴
史
哲
学
テ
ー
ゼ
の
な
か
で

ほ
ぼ
こ
の
よう
な
慧
妹
の
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。

縄
生
や
壮士
や
浪
人
と
い
った
明
治

時
代
の
典型
的
な
人
間
像
へ
の
考
察
を

中
心
に十
六編
、
「練
蓮
」
の
論
筆
を

は
し
ら
せ
てい
る
花
田
胡
輝
の
評
論
集

「シ
ラ
ノ
の晩
餐
」
を
読
み
な
が
ら
、

わ
た
し
は
、
た
ん
な
る
脆
史
主
義
と
た

ん
な
る
圭
観
主
義
に
た
い
す
る
ワ
ル
タ

ー
・ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
は
げ
し
い
攻
離
の

唱
8

置「

姿
勢
を
思
い浮
か
べ
ず
に
い
ら
れ
な
か

っ
た
。む
ろ
ん
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
文
章

に
は
、花
田
の文
章
の
よ
う
な
絢
燗
た

る
おも
むき
は
な
い
。
し
か
し
、
花
田

満
輝も
ま
た、
い
わ
ゆ
る
歴
史
主
義
か

ら
も
っ
と
も
遠く
は
な
れ
た
と
こ
ろ
で

什
畢
を
し
て
い
る文
筆
家
で
あ
る
.
永

還
の
過
去
の
ため
に
記
念
碑
を
き
ざ
ん

だ
り
、
歴史
王義
の渓
売
宿
で
「楽
し

か
っ
た
、あ
の
こ
ろは
」
の娼
嬬
と
床

をあ
た
た
め
た
り
す
る
の
は
、
マル
ク

ス主
義
者
の仕
亭
で
は
な
い
.
無
内
容

桃
中
軒
雲
右
衛
門
を
論
じ
た
力
作
「

「浪
人
の
李
節
」
は
「…
丁展
、
時
間
と

～な
った
よ
う
で
あ
る
.
こ
の間
題
に
つ

　雛
羅
い堅
護
薦

ぐ
ち
で
終
わ
って
い
る
.こ
う
し
た酒

脱
さ
は
、
公
認
の
競
技
場
以
外
では
、

わ
る
こ
と
も
、
け
,
し
て花
田
溝
輝
の

仕
畢
で
は
あ
る
ま
い.

こ
れ
ま
で
花
田
纏
暮

い
て
き
さ

も
の
は
、
た
と
い
そ
れ
が
月
評の
よ
う

な
形
式
の
も
の
で
あ
っ
ても
、
つね
に

あ
た
ら
し
い
モ
ード
づ.
,
競
走
に
塑

聞
い
て
い
る
ほ
う
が
つ
ら.
な
る
ほ
ど

痛
ま
し
い
気
が
す
る
.

一
あ
る
い
は
、
作
者
の
ほ
う
はか
わ
・

ず
、
ひ
と
つ
の
歌
を
「命
のあ
る
かぎ

り
、
精
親
を
か
た
む
け
て
歌
い
つ
づ

け
」
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
.
読者

厭歎
顯
翻
鍵
瓢
毬
溺
鶴
襲
躍
蒜
器

す
る
ど
い
　
　
カ
を
も
っ
て
い
た　
わ

のか
も
し
れ
な
い
　
そ
の
へ
ん
の
と
こ

羅
糠
蟹織
　難
雛

でき
な
か
った
、
と
し
か
い
え
な
い
の

あ
ろ
う
か
.
各
方
面
か
ら
お
び
た
だ
し
一がざ
んね
ん
で
あ
る
.
も
っと
も
作
者

い
ぼ
　
を
　
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
だ
　

駿

構
饗

い
醜

緊

癖

馳
び
灘
緊

難

誘

い
争
に
は
い
ら
れ
な
か
・た
の
で
あ
「巽
勢
て
い
る
が
・
ほ
ん
と
う
に
そ

る
.
「練
雌
」
の
こ
と
ば
を
駆
使
し
た

じ
つに
み
ごと
な
糟
神
の
妙
技
が
そ
こ

で
展開
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
幻
減

感
は
大
き
か
った
.
な
ん
と
い
う
む
な

し
い知
性
の濫
費で
あ
ろ
う
.
安
っぽ

い
時
代劇
映画
の圃
面
に
浮
か
び
あ
が

っ
ては
消
え
て
ゆ
く
う
す
っぺ
ら
い
虚

無
的
な英
雄
た
ち
の像
の
よ
う
に
、
読

看
の
こ
こ
ろ
の
空洞
のな
か
に
、
壮
士

や
浪
人
の
影
が浮
か
んで
は
消
え
て
ゆ

く
.作
雷
が
これ
ら
の亡
鑑
た
ち
を
自

在
に
呼
び
よせ
ては
、縦
横
に
な
ぎ
ふ

せ
て
い
る
と
も
み
え
る
かも
し
れ
な
い

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
とは
、
ど
う
で

も
い
い
の
だ
.
「文
学
は死
な
な
け
ば

な
ら
な
い
。
死
ん
で
、
それ
か
ら
、
も

う
一度
、
よ
み
が
え
ら
れ
なけ
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
」
唱句
一句
か
み
し

め
る
よ
う
に
し
て
語
ら
れ
る
こう
し
た

美
し
い
こ
と
は
も
、
こ
の
評論
集
の
な

か
で
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
ま
っ

た
く
糟
彩
を
欠
い
て
し
ま
っ
て
いる
.

二
年
ま
え
の
評
論
集
「も
う
一
つ
の

修
羅
」
と
く
ら
べ
た
と
き
、
内容
か
ら

「い
って
、
は
る
か
に
見
お
と
り
がす
る

と
思
う
の
は
、
わ
た
し
だ
け
だ
ろう
か

う
臓
いた
いも
のだ
.
わ
た
し
た
ち
は

花田
醐
輝に
「月
の
も
の
」
な
ど
出
し

て
も
ら
い
たく
は
な
い
.
(未
来
社
刊

・A
五判
・二五
九
ぺ↓
ン
・七
五
〇

円
)(敦
養
部
助教
投
。ド
イ
ツ
晒
鴇

一あ
く
ま
で
も
・
支
配
陥
級
に
よ
って

留
囎さ
れ
た競
技
場
のな
か
で
お
こ
な

「わ
れ
る
だけ
で
あ
る
。
こ
の
跳
躍
が
ひ

ろ
び
う
と
し
た歴
更
の自
由
な
空
の
し

た
で
お
こ
なわ
れ
ては
じ
め
て
、
そ
れ

は
、
ひ
と
つ
の弁
証
伝的
な
行
為
と
な

望
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昌
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・・三
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§
3
頓.....・三
三
§
蕃
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邑
毒
冒
`
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あ
な
畑ぱ
、
あ
の
映画
評
に
、
ぼ
く

ら
が
く
ソ
煙
の
映
悶
Vと
い
う
も
の
を

サ

観
る
と
き
磁
感じ
る、
限
界
領
域
か
ら

の
今
だ
に
ある
稲
のふ
つき
れ
な
い
ム

ー
ド
、
そ
う
い
う
のか
ら
こ
の
「ぼ
く

の
村
は
戦
場
だ
っ
た」
の評
価
も
国
由

で
あ
っ元
と
は
い
えな
い
ニ
ユア
ン
ス

を
含
んで
い
た
、と
いう
こ
と
を
と
ら

え
て
は
下
さ
ら
なか
った
.
或
い
は
、

あ
な
た
自
身
意
識的
に
「平
和
へ
の
復

響

川る
こ
と
に
よ
って
フ
ル
シ
チ
ョ

マ
時
代
の
平
和共
存
想
想
の
イ
メ
ー
ジ

の
中
に
自
己
を
埋
没さ
せ
る
こ
と
に
な

った
の
だ
」
と
い
い、
ス
タ
ー
リ
ン
批

判
と
そ
れ
に
つ
づ
く
フル
シ
チ
ョフ
路

線
の
評
価
を
み
く
沿坦
し
た
と
こ
ろ
で

「雲
ど
け
世
代
」
一般
の限
界
性
を

そ
れ
故
に
断
謂
し
き
っ
てし
ま
った
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。し
かし
な
が
ら
、

ま
さ
し
く
あ
な
た
の
こ
の目
的
淑
識
性

な
る
も
の
こ
そ
が
、従
米
のソ
連
芸
術

に対
す
る
き
わ
め
てド
グ
マテ
ィカ
ル

　

な
、
フ
ォー
マル
な
紬
果
と
し
て
現出

し
てき
た
一群
を
発
生
さ
せ
、
支
え
つ

づ
け
て
き
た齢
弾
で
あ
った
と
垢
え
ま

す
。と
い
う
のも
あ
な
には
「単
に
、
教

条
主
霧
的作
風
の否
定
と
菰
郵
性
の
同

r
,
"個

人

4
タ
ー
リ
ン
映
圓
、
反
載
映
圏
ー
「不
減

の守
備
隊
」
か
ら
「誓
い
の休
暇
」
ま

で
ー
の
限
界
性
を
、
む
ろ
ん
こ
の映
幽

と
し
て
も
"旨
詩
∬
で
あ
る
こ
とに
は

違
いあ
り
ま
せ
ん
が
、
明
ら
か
に
つき

や
ぶ
った
、
ユニ
ー
ク
な
モ
チ
ーフ
の

ドの
確
執
に

す
ば
ら
し
いシ
ョッ
ト
4
で
あ
り
妙と

う
と
つ
なシ
ョ
ット
の
転化
鐸
に
よ
る

カ
メ
ラ
ワー
ク
の
ユ
ニー
ク
さ
を
指
適

し
た
わ
け
で
す。
こ
こ
に
お
い
て
、
タ

ル
コ
フ
ス
キー
な
ら
び
に
、
脚
本
家
ボ

ゴ
モ
ロ
フ
、
パパ
ワ
ら
の思
想
性
の
云

々
は
さ
れ
る
べ
き
で
す
.

問
題
は
さ
ら
に
進
ま
な
け
れ
ばな
り

ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
あ
な
たは
、
き

わ
め
て
ス
タ
テ
ィ
ソ
ク
なも
の
とし
て

し
か
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
路
線
と
"署
ど

注
目

異
端
者
の
自
立
に
期
待
す
る

掲
と
い
った
試
み
を
行
って
い
る
に
す

ぎ
ませ
ん」
と
簡
単
に
い
って
の
け
る

こ
と
によ
り
ー
1
ま
さ
に
こ
の
「」
の

部
分
こ
そ
ぼく
ら
が
評
仙
の
原
点
を
置

く
べ
き
で
はあ
り
ま
せ
ん
か
ー
ー
ス
ト

レ
ー
トに
「平
和
共
仔
」
と
馨
ど
け

の
櫨
代」
「般
に
断
謝
を
追
ま
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
たも
のと
し
て
、
問
胸
が

あ
る
か
ら
です
。

"雪
ど
け
召後
の
"宮
謹
脅
の
反
ス

腕
足、
映
岡手
はと
い
う
こ
と
か
ら
こ

そタ
ル
コフ
ス
キ
ー
の
思
想性
ム々
に

アプ
ロー
チ
す
べ
き
で
は
な
い
か
と考

え
ます
。
す
な
わ
ち
ド
ラ
マ
が
限
疋さ

れ
た
人間
、
そ
れ
も
、唯隊
囚
の
"個
人

幽
の
確執
-碓
か
に
仮
ら
の
〃霞任
β

を
"求
す
る
と
い
う
こ
と
ま
で
、
タ
ル

コ
フ
スキ
ー
は
な
し
え
な
か
った
で
し

ょ
うー
の執
よ
う
な
描
写
の
う
ち
に
成

立
し
て
いゐ
t
と
。
そ
れ
に
い
わ
は
"

け
督
を
と
ら
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
二
十
五
年
聞
の
ス

タ
ー
リ
ン
体
制
を
ホゴ
に
し
た
(し
な

け
れ
は
な
ら
な
か
った
)
そ
し
て
、
試

行
鐘誤
的
な
模
索
の
過
程
と
し
て
、
異

端
を政
策
的
に
も
誇
舞
し
な
け
れ
は
な

ら
なか
った
根
低
を
あ
な
た
は
ど
こ
に

求
めま
す
か
。
な
る
ほ
ど
炉官
許
召
の

擬
制
異端
の限
界
は
、
た
か
だ
が
、
そ

◇
生
協
●
籍
部
(地
下)

①
井
上
漕
蓄
「日
本
の
歴
史
・上
」(岩

波
新
書
)
②
現
代
文
学大
糸
「井
上
靖

集
」
(筑
摩
雷
膨
)
③
武谷
三男
他
薔

「紫
粒子
の
本
賃
」
(岩波
高
盾
)④

岩
波
論
座
「現
代
・
質本
圭綾
の
栂編

成
(第
五
巻
)
」
⑤
松
田
寿男
蓄
「桜

蘭
(東
洋
文
庫
)
」
(平
府社
)

◇
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店

①
現
代
文
学
大
系
「
井
上
蛸
集
」
②
岩

岐
講
座
「現
代
・資
本
王
羨
の
肉編
成

(窮
覧
巻
)
」
③
井
上
淵
「日
本
の
歴

史
・上
)
④
シ
ャ
ノ
ン
善
「大
恐
慌
」

(中
公
新
書
)
⑤
松
本
碕
張
者
「現
代

官
僚
論
」
(文
芸
春
秋
社
)

2

の
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ムも
、ウ
ル
ト
ラ
リ
ズ

ム
も
、
ソビ
スト
・シ
ョー
ビ
ニズ
ム

の
範
鱒
で
、
正
系
と
の
ハ
ネ
ムー
ン
の

う
ち
に
ゆ
穏
し
て
しま
う
こと
で
し
よ

う
。
(或
は
し
て
し
ま
っ
た
こ
とで
し

よ
う
)
し
か
し
、
マ
ヤ
コ
フ
スキ
ー
広

場
で
数
千
人
の
責
律
を
前
に
「私は
最

後
ま
で
ね
ば
る
つ
も
り
だ
。
お
世
辞
た

ら
だ
ら
の
お
べ
っ
か
者
に
は
決
し
てな

る
ま
い
…
…
」
と
言
っ
た
と
き
の
エ
フ

ト
シ
ェン
コ
は
、
す
で
に
自
立
し
た異

端
で
あ
った
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
と
し
三
月
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
目

ら
、
ハネ
ム
ー
ン
打
切
り
の
.迅呂
を発
一

し
た
と
き
、
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
が
そ
の
一

峰
先
を
免
が
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
彼
皿

の映
像
に
期
待
を
か
け
る
こ
と
は
、
的
一

は
ず
れ
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す

〈ソ
連
の
瞳

〉
を
み
る
と
き
蜜

つわ
る
ム
ト

の
内
環
・
そ
れ
を
断
を

き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
も
の
と
し

て
こ
の映
画は
あ
る
か
ら
で
す
。(J
)

尚、
ソ
痩
映
囲
「髄
の
村
は
戦
場
だ

っ
た
」
をめ
ぐ
って
の紙
上
討
論
は
、

こ
れ
をも
って
打
切
り
と
し
ま
す
。

(編
集
部
)

不
可
能
犯罪
とオ
カ
ル
テ
ィズ
ム

着
後
離
婚す
る
つも
り
で
い
た
妻
の

を
特
長
と
す
る軸
栂
作
家
と
い
え

リ
ュ
シー
(
ペレ
ット
・ブ
ラ
デ
ィ

ぱ
、
推
理
小
説
フ
ァン
な
ら
、
ま
ず

エ
)
に
、
どう
いう
経
過
を
た
ど
っ

思
い
出
す
の
が
、
デ
ィク
ス
ン
・カ

て
再
び
愛
を
感ず
る
か
と
い
う
、
い

ー
で
あ
ろ
う
.
彼
の
「火
刑
法
延
」

わ
ぱ
、
お
さ
だ
ま
り
の人
情
の機
微

を
、
映
剛
界
の
勢
大
家
、ジ
'リ
ア

の
足
食
を
、
推
理劇
の薬
味を
添
え

ン
・デ
ュビ
ビ
エ
が
映
幽
化
し
たも

て
料
雌
し
て
い
く
…
…
な
どと
考
え

の。
(三
七
琵
度
作
晶
)

な
が
ら
観
て
い
る
と
、
か
っ
て
「地

つま
り
囚
谷を
ぬ
き
に
し
て
も
、

の
果
て
を
行
く
」
「望
郷
」
に
出発

映画
フ
ァ
ン
、
推
理
小
説
フ
ァ
ン

し
た
老
大
家
の
余
裕
タ
ッ
プ
リ
の姿

が、
こ
の
御
両
人
の
後
光
で
、
一度

は
スク
リ
ー
ン
の
前
に
ひ
き
よ
せ
ら

れ
ると
いう
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
。

映画
は
、
残
酷
ム
ー
ド
の
巷
間
に

充満
す
る
こ
の
ご
ろ
、
意
外
に
明
る

い
、ソ
フ
ト
な
タ
ソ
チ
で
進
展
し
て

い
く
。

勢
がう
か
が
わ
れ
も
し
よ
う
。

原作
首カ
ー
の作
品
の
底
流
に
あ

つま
り
、
遺
産
を
め
ぐ
る
四
人
の

る
妖
術
趣
臥、
中
世
の迷
偏
、
糖
呈

男女
の欲
の
か
ら
み
あ
い
、
愛
憎
の

と
い
っ
た要
累か
ら
く
る
ス
リ
ル
と

葛
藤
は、
デ
ュビ
ビ
エ
に
と
って
拡

サ
ス
ペ
ン
スは
、
む
し
ろ
、
二
の
次

何
時
何
分に
ど
こそ
こ
に
居
た
り
、

ジ
ャ
ン
。ク
ロー
ド
・プ
リ
ア
リ

ア
リ
バ
イ
がど
う
し
た
と
か
、
砒
素

扮
す
る
男
(マ
ルク
)が
、
事
件
落

の
致
死
域
が
こ
う
し
た
と
い
う
だけ

な
い
壁か
ら
煙
の如
く
消
え
て
し
ま

う
人
影
…
…地
下
の石
棺
に
安
置
し

た
死
体
が
消
えう
せ
、
そ
の
後
に
結

び
目
の
つ
い
た
一本
の縄
が
残
る
…

…
誰
れ
が
殺
し
た
のか
・…
・・

映
画
は
、
そ
の
㌶
台、
ド
イ
ツ
の

「黒
い
森
」
の
中
にあ
る大
邸
宅
に

向
う
二
台
の
自
動
車
のシ
ソ走
場
面

か
ら
は
じ
ま
る
。
自
動
車に
は
それ

ぞ
れ
、
マ
チ
ア
ス
老
人
の
甥に
あ
た

僕
爵
夫人
を
そ
の恋
人
で
あ
り
な
が

ら
火
刑法
廷
に
告
発
し
た
男
が
あ

り
、
以
来
こ
の男
の子
孫
は
例
外
な

く
非
莱
の
死
をと
げ
てき
た
と
い
う

亭
笑
が
あ
る
。
マ
チア
ス老
人
の
非

漿
の
死
も
、
当
然
、
謎は
謎
を
呼
ん

で
ハ
ナ
バ
ナ
シ
ク
実
現す
る
。

棺
の
周
囲
で
ワ
ルツ
がお
ど
ら

れ
、
葬
送
行
進
曲
の
代
わ
り
に
「星

条
旗
よ
永
遠
な
れ
」
が
ラ
ソバ
の琶

推
理
と
人
情
の
交
錯

ジ
ュ
リ
ア
ン
.デ
ュ
ビ
ビ
エ
籍

の
「
火

刑

の

部

屋

」

の
対
象
と
し
て
は
、

い
さ
さ
か
モ
ソ
タ
イ

ナ
イ
人
物
達
だ
った

に
違
い
な
い
。

そ
れ
で
は
推
理
映

画
と
し
て
の面
白
昧

に
欠
け
て
い
る
の
か

?
そ
こは
さ
す
が
は

老大
家
、
ミ
セ
場
は

心得
て
いる
。
原
作

の面
白
昧
も
あ
る
。

仮面
舞
踏
会
の夜
、

い
ず
れ
とも
知
れ
ぬ

仮面
の女
に
よ
って

還
ば
れる
砒
素入
り

の
グ
ラ
ス
…
…扉
の

る
ス
テ
フ
ァン
ヌ
(ク
ロ
ー
ド
・リ

ッシ
ュ)
と
、
そ
の
兄
マ
ル
ク
(ク

ロー
ド
・ブ
リ
ア
リ
)
妻
リ
ュ
シ
ー

(ペ
レ
ット
・プ
ラ
デ
ィ
エ
)
が
乗

り
込
ん
で
い
る.
目
指
す
と
こ
ろ
は

老
い
先
短
い
老
人
マチ
ア
ス
の邸
。

彼
が
莫
大
な
財
産
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
(も
っ
と

も
こう
い
う
人
物
、
突
は
ス
カ
ン
ビ

ン
だ
った
な
ど
と
い
う
ク
ワ
セ
モ
ノ

の推
理
小
睨
も
あ
った
よ
う
だ
)
甥

二
人
が遺
産
をね
ら
って
い
る
こ
と

は
老人
自
身
も
先
刻
承
知
の
こ
と
だ

が
、
実
は
これ
にも
う
一枚
、
老
人

付
の
智護
婦ミ
ラ
(ナ
～
ジ
ャ
・テ

ィ
ラ
i
)リ
ュシ
ー
も
加
わ
って
い

る
よ
う
だ.

と
こ
ろ
で
h火
刑
の
部
屋
」
と
は

何
か
?
十
七世
紀
バ
リ
に
実
在

し
、
そ
こ
で
裁
かれ
た
も
の
は
多
く

火
刑
に
処
せ
られ
たと
い
う
残
虐
な

裁
判
所
の緯
名。

マ
チ
ア
ス
老人
の先
祖
に
、
さ
る

も
高
ら
か
に
流
れ
…
・3

こ
こ
に
も
う
一つ
晴
合
が
あ
る
。

家
系
の
歴
史
を
醐
べ
に
釆
た
雑
齢
出

者
の妥
マリ
ー
(
エデ
ィ
ス
・ス
コ

ブ
)が
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
た
候
爵
夫

入
のチ
孫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
.

こ
う
し
て莫
大
な
遺
産
を
残
し
て

老
人
は
死ぬ
。
仮
面
舞
踏
会
の
夜

に
。
召使
の女
は
、
リ
ュシ
ー
と
簡

じ
仮
装
の
女
が
問皮
、
老人
が
就
寝

前
に
常
用
し
て
い
た
薬
のグ
ラ
ス
を

手
に
、
彼
の
部
屋
に入
り
、
し
か
も

騨
の
な
い
壁
か
ら
か
き
消す
よう
に
、

立
ち
去
った
と
証
召
す
る
…
三
密

室
の謎
は
ど
う
解
く
か
?
犯
人
は

誰
れ
か
?

一

謎
解
き
も
圓
白
い
が
、
ブ
リ

ア
リ
、
プ
ラ
デ
ィ
工
演
ず
る
カ
ッ

プ
ル
の
心
の
勤
き
を
微
妙に
ス
ク

リ
ー
ン
上
に
と
ら
え
て
い
る
と
ζ

う
が
、
ま
た
印
象
に
残
る
映
画
であ

る
。
(美
松
名
劇
二
十
二
日
よ
り
上

映
)

(也
)

鋭
塗
ゆ霧
膨
蚤

コ
γ
パ
、
ご
宴
会
に
、
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

,大
将

軍

自̀
慢
の
味
と
値
段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
コ
ン
パ
お
一人
一一五
〇
円
より

◇
献
立
の
一例

葺
ー
ス
焼
肉
三〇
〇
円

ワン
タ
ン
一〇
2

再

ギ
コー
譜毛
O
円

ラー
メ
ン
てO
巴

◇
お
座
敷料
・サ
ー
ビ
ス料
・粧
車
料
は
一切

不
要
です
.

1調大 將軍u
京 ・四 条 ヲζ1雪阪 急前TEし.(84)9161.g162

京大入試分析■出題と採点の立場から38年度聞題の分析、最近3年面の閻題と貴任解答

■京大入減傾向乏対繁■九単部の全容紹介凹京大生になつてからの生活設計■効桑的な

勉強のしかたから受験場まての指導 【A5判258頁250円 〒θo円】

TEL(77)-8111拳 内142(甲)

 

社器器 京都大学新聞

10余年間 受験生の皆さんに読み続けられてきました。 本社および書店で発売中
■

諒 大を受ける人のために

動脈としての役割を果す もの

富士三機鋼管 のパイプ です

 

の

は

産業

れそ

●鋼警製造の古い歴史と、'憂れた枝術をもつ新しい会社!
わが国における電気抵抗熔接鋼管製造の創始者である三機工

業(株)の鋼管部門は、豊害な経験と技術を活かし躍進を続け
てきましたが、昭和35年7月 、さらに一大発展を期し、富士

三機鋼管(株)の新社名のもとに発足して以来、富士製鉄(株)
の鋼管部門として、優れた材料から最終製品までの一貫生産

体制を確立し、各種鋼管を広範囲に製造販売してお ります。

●画期的な計画のもとに設傭の増強!
鉄鋼の需要は、通産省あるいは鉄鋼連盟などの長期予想にも
みられるとおり、きわめて顕著な伸長率を示してお ります。

産業の動脈といわれる銅管亀、また急速な需要増加が予想さ
れてお り、当社は、鋼管の専門メーカーとして生産態勢を一

段と強化するために、長期合理化計画を着々と実現に移して
おります。

その一環として、名古屋工場には、大型電気抵抗熔接製管設

備に次いで、ストレッチ・レデューサー(母 管を熱間圧延に
よって、高速度で小経管に引きしぼる設備で、電縫管を母管
とする設備としてはbわ が国最初のもので業界の関心を集め

ている)が 、今夏稼働を開始いたしま・した。さらには、スパ
イル熔接大径管製造設備や、継目無し鋼管製造設傭等の建設

が計画され、一方、川崎、中津両工場についても、機械の改良、

設備の増強に努力してお ります。
●限リない発展を続ける富士三機鋼管!

新会社として発足以来、まだ日の浅い当社は、将来の発展と
清新な社風を育成するために若い優秀な人材の入社を全社あ

1げてお待ちしております●

 

、

窪

、

富士三機鋼管
会艮 永野重雄 社長 矢野雅雄

本 社 東京都千代田区有楽町(三信ビル)
営業所 大 阪 。名 古 屋・福 岡 ・札 幌

出張所 仙 台 ・ 広 島 ・ 新 潟
工 場 川 崎 。中 津 ・名 古 屋

馬
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